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Ⅰ 令和元年度 さいたま市学習状況調査の概要 
 

１ 調査の目的 

（１）各学校は、自校の教育の成果と課題について、市全体の状況を基に、継続的かつ多面的に把握・分析し、

教育課程の編成に生かすとともに、「さいたま市小・中一貫教育」を踏まえ、教育指導の工夫改善に取り

組む。 

（２）児童生徒は、自らの学力面の伸びや課題及び生活面の成長や課題を継続的に把握し、理解することで、

よりよい学習習慣や生活習慣の確立のために生かす。 

（３）さいたま市教育委員会（以下、「教育委員会」という。）は、児童生徒の学習や生活状況について、継続

的かつ多面的に把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。さらに、そのような取

組を通じて、学校における教育指導の継続的な工夫改善サイクルを確立する。 

 

２ 調査の対象 

（１）さいたま市立小・中・中等教育・特別支援学校の原則として各学年の全児童生徒を対象とする。なお、

これ以降、小学校及び特別支援学校小学部を「小学校」、中学校、中等教育学校前期課程及び特別支援学

校中学部を「中学校」と示す。 

（２）「学力に関する調査」は小学校第３学年から中学校第３学年まで、「生活習慣等に関する調査」は全学 

年で実施する。なお、中学校第３学年の「学力に関する調査」については、中学校長会主催の「さいたま

市学力検査」を充てる。 

（３）特別支援学校及び小・中学校の特別支援学級に在籍している児童生徒のうち、調査の対象となる教科 

について、以下に該当する児童生徒は、調査の対象としないことを原則とする。 

ア 下学年の内容などに代替して指導を受けている児童生徒 

イ 知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の教科の内容の指導を受けている児童 

生徒 

（４）日本語指導が必要な児童生徒については、原則として、他の児童生徒と同様の授業を受けている場合、 

調査の対象とする。ただし、取出し指導を受けているなどの事情がある場合は、当該教科を調査の対象 

としないことを可能とする。 

 

３ 調査の内容 

（１）実施教科・時間・順序については、表１、２のとおりとする。 

 

＜表１＞  数字は調査に要する時間を示す。（単位：分） 

調査対象 

「学力に関する調査」 教科・時間・順序 ※ 
「生活習慣等に 

関する調査」 １校時 ２校時 

国語 算数 

小 

学 

校 

第１学年   

３０ 

第２学年   

第３学年 ２０ ２０ 

第４学年 ２０ ２０ 

第５学年 ４０ ４０ 

第６学年 ４０ ４０ 

※ 網掛けは実施しない教科 

 

＜表２＞  数字は調査に要する時間を示す。（単位：分） 

調査対象 

「学力に関する調査」 教科・時間・順序 
「生活習慣等に 

関する調査」 １校時 ２校時 

国語 数学 

中 

学 

校 

第１学年 ５０ ５０ 

３０ 第２学年 ５０ ５０ 

第３学年 ※ 

※ 中学校第３学年の「学力に関する調査」については、中学校長会主催の「さいたま市学力検査」をもっ

て充てることとし、教科・時間・順序は「令和元年度 さいたま市学力検査実施要項」による。 
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（２）調査事項 

  ア 「学力に関する調査」 

（ア）小学校第３学年から中学校第２学年までの出題範囲は、「さいたま市小・中一貫教育」カリキュラ

ムに示された年間指導計画例を基本として、当該学年の１１月までの指導事項を原則とする。 

（イ）出題の内容は、これまでの「さいたま市学習状況調査」及び「全国学力・学習状況調査」の課題に

関わる内容を含め、それぞれの学年・教科に関し、以下のとおりとする。 

① 当該学年及び前学年までの知識・技能等を中心とした出題（基礎問題） 

② 当該学年及び前学年までの知識・技能等を実生活の様々な場面で活用する出題（活用問題） 

③ 課題解決に向けて思考し、判断する力、表現する力等に関わる内容の出題（チャレンジ問題） 

  ※チャレンジ問題の出題は、中学校国語、中学校数学のみ 

（ウ）出題の形式については、記述式の問題を一定割合で導入する。 

（エ）中学校第３学年については、「令和元年度 さいたま市学力検査実施要項」及び「令和元年度さい

たま市学力検査問題作成要領」に基づく。 

イ 「生活習慣等に関する調査」 

（ア）学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等について、調査する。ただし、個人の思想や信条

等に踏み込んだ質問項目は設定しない。 

（イ）調査に要する時間は表１、２に示した時間を原則とするが、各学校・各学年の状況に応じて適切な

時間を充てるものとする。 

（３）「さいたま市小・中一貫教育」に基づき、各教科において指導事項の定着状況を把握するために、複数 

学年で同一あるいは類似の問題を出題している。国語科については、以下の表のとおりである。 

 

４ 調査実施日等 

（１）調査実施日は、令和２年１月９日（木）とする。 

（２）小学校第１、２学年の「生活習慣等に関する調査」は、各学校の状況に応じて、調査用紙の家庭への配

布日を決定し、適切な回収期間を設定して実施する。 

（３）小学校第３～６学年及び中学校における「生活習慣等に関する調査」は、各学校の状況に応じて、別日

に行うことを可能とする。ただし、学校または学年で実施日を統一して実施する。 

調査問題の概要 出題した学年と問題番号 備考 

辞書の活用 小５３、小６３ 類似問題 

よりよい文字を書く 小３２、小４２、小５２、小６２ 類似問題 

文章中の接続詞を選ぶ 中１２問３、中２２問１ 類似問題 

漢字の書き（新） 小３１問一ウ、小４１問一オ 類似問題 

漢字の書き（積極） 小６１問一（選択）、中１４問２（短答） 類似問題 

漢字の読み（快く） 中１４問５、中２４問５ 同一問題 

主語と述語の関係 
小３１問二、小４１問二、小５１問二、小６１問二 

中１５問１、中２５問１ 
類似問題 

指示語の使い方 小３１問三、小４１問三 同一問題 

接続語の働き 中１５問３、中２５問２ 同一問題 

歴史的仮名遣い 中１５問５、中２５問４(1) 類似問題 

詩の表現技法 中１５問７、中２５問６ 類似問題 

複数の資料を用いて考えを書く 中１６、中２６ 類似問題 

敬語の使い方 小５１問三、小６１問三 同一問題 

意図を捉えながら聞く 小５８問一、小６９問一 同一問題 

話の構成を考える 小５８問二、小６９問二 同一問題 

スピーチで気を付けること 小３６、小４５ 同一問題 
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国語科の調査問題について、小学校第３学年から中学校第２学年まで、以下の

内容を掲載しています。「さいたま市小・中一貫教育」の観点からも、小・中学

校それぞれの内容を日々の学習指導に役立ててください。 

１ 調査問題【出題の趣旨】 

大問ごとに、出題の意図や趣旨を示しています。特記すべき事項のあるものについて

は、ここに示しています。 

 

 

２ 調査問題一覧表 

 設問ごとに、問題の種類、学習指導要領の領域等、評価の観点、設問のねらい、市

の正答率を示しています。 

 

 

３ 特徴的な問題と解説 

令和元年度調査において、特徴的な問題を取り上げ、出題の趣旨、指導のポイント

を示しています。 
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１ 調査問題【出題の趣旨】 

１
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項 

一 漢字 

本問題は、当該学年の前の学年別漢字配当表に示されている漢字を

文の中で正しく使うことができているかどうかをみる問題である。そ

のために、手紙や見学のまとめといった日常で使われる場面を設定し、

その中で漢字を適切に選ぶことができるかどうかを問う問題構成とし

た。 

二 主語と述語 

 本問題は、文の中の主語と述語の関係を理解しているかどうかをみ

る問題である。主語と述語は、文の骨格をなし、明瞭な文を書く最も

基礎的な事項であることから、平成３０年度同様、今年度も出題した。

なお、類似の問題を小３～小６で出題している。 

三 指示語 

本問題は、指示語の役割を理解しているかどうかをみる問題である。

ここでは、指示語が文や文章の構成に関わる語で、文章の論理的な関

係を構築する上で大切な役割を果たしていることを理解しながら、文

章を読む力が求められる。 

２
伝
統
的
な
言
語 

 

文
化
と
国
語
の
特 

 

質
に
関
す
る
事
項 

穂先の向きに

注意して書く 

本問題は、穂先の向きに注意して書くことができるかどうかをみる

問題である。ここでは、毛筆で文字を書く際に気を付けさせたい点と

して、文字の大きさ、「おれ」や「はね」の方向を取り上げている。 

３
読
む
こ
と 

たこを高く 

上げる方法を 

まとめる 

本問題は、目的に応じて、中心になる語や文を捉えて、文章を読む

ことができるかどうかをみる問題である。ここでは、説明的な文章を

読み、文と文との関係を押さえ、中心となる語句や文に着目しながら、

文脈に合う適切な言葉を選択する力が求められる。 

４
読
む
こ
と 

モンシロチョウ

について調べる 

本問題は、目的に応じて、いろいろな本や文章を選んで読むことが

できるかどうかをみる問題である。ここでは、目的に合わせた本の選

び方、目次や索引、百科事典の背表紙の使い方など、本や文章を活用

する力が求められる。 

５
書
く
こ
と 

思い出を作文

にまとめる 

本問題は、敬体と常体の違いに注意しながら書くことができるかど

うかをみる問題である。ここでは、相手や目的に応じて敬体と常体を

意識的に使い分け、文末表現に注意しながら書く力が求められる。 

６
読
む
こ
と 

3学期の目標

について 

スピーチする 

本問題は、相手を見たり、言葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注

意したりして話すことができるかどうかをみる問題である。ここでは、

音声の面から話し手が気を付けることについて理解していることが求

められる。 

 

本書では、調査名について、略称を用いている。 

略称 調査名 

平成○年度全国調査 平成○年度 全国学力・学習状況調査 

平成○年度市調査【小○】【中○】 平成○年度 さいたま市学習状況調査 小○国語 中○国語 

 

ⅰ 小学校第３学年 

く す り→（ ｋｕｓｕｒｉ ）正答率６９．５％ 無解答率１１．１％ 

たべもの→（ｔａｂｅｍｏｎｏ）正答率４５．８％ 無解答率１９．１％ 

ｈａｐｐａ→（  はっぱ   ）正答率５２．２％ 無解答率２９．１％ 
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問題形式

基
礎
問
題

活
用
問
題

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特

質
に
関
す
る
事
項

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・

技
能

記
述
式
・
記

短
答
式
・
短

選
択
式
・
選

正
答
率
（

％
）

無
解
答
率
（

％
）

出
題
年
度
・
調
査
名
【

学
年
】

正
答
率
（

％
）

出
題
学
年

正
答
率
（

％
）

1一ア ○ ○ ○ 選 82.4 1.5

1一イ ○ ○ ○ 選 90.3 1.7

1一ウ ○ ○ ○ 選 85.9 2.2

1一エ ○ ○ ○ 選 76.7 2.0

1一オ ○ ○ ○ 選 76.9 2.2 小４ 78.1

1二ア ○ ○ ○ 選 76.0 1.9
Ｈ30市
【小３】

77.9 小４ 80.7

1二イ ○ ○ ○ 選 36.8 2.4 Ｈ30市
【小３】

56.9 小４ 41.8

1三 ○ ○ ○ 選 76.7 3.1 Ｈ29市
【小３】

66.2 小４ 86.7

2 ○ ○ ○ 選 86.4 1.8
Ｈ28市
【小３】

79.1

3 ○ ○ ○ ○ 選 59.3 3.6

4大百科 ○ ○ ○ 選 80.9 10.1

4ずかん ○ ○ ○ 選 75.6 9.6

5番号 ○ ○ ○ 選 80.8 12.0

5直し ○ ○ ○ 記 69.2 23.6 Ｈ28市
【小４】

75.4

6 ○ ○ ○ 選 32.9 15.1

Ｈ28市
【小３】
Ｈ29市
【小４】

36.5

53.8

小４ 49.9
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※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　複数ある場合は、代表的なものを挙げている（同一問題には◎を付けている）。
　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、市の正答率を示している。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
　「記述式」とは、いくつかの選択肢やいろいろな考え方、答え方があるものなどについて、自分の考えを明確にして書く問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題等を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

２　調査問題一覧表【設問別】
複数学年での出題評価の観点 市 過去同一問題等

目的に応じて、中心になる語や文
を捉えて、文章を読むことができ
る。

敬体と常体の違いに注意しながら
書くことができる。

文の中の主語と述語の関係を理解
している。

目的に応じて、いろいろな本や文
章を選んで読むことができる。

目的に応じて、いろいろな本や文
章を選んで読むことができる。

相手を見たり、言葉の抑揚や強
弱、間の取り方などに注意したり
して話すことができる。

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正
しく使うことができる。（科）

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正
しく使うことができる。（町）

指示語の役割を理解している。

設問番号 設問のねらい

問題

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正
しく使うことができる。（時）

学習指導要領の領域等

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正
しく使うことができる。（新）

文の中の主語と述語の関係を理解
している。

敬体と常体の違いに注意しながら
書くことができる。

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正
しく使うことができる。（気）

穂先の向きに注意して書くことが
できる。
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国語科に限らず、必要な情報を得るため 

に調べる学習を積み重ねる 

図鑑や事典の使い方を理解し使うことは、情報化社会において必要な情報を収集したり、語彙を

豊かにしたりするために必要な「知識及び技能」である。 

中学年になると、自らの課題を解決するための必要な情報を得るために様々な本や文章を取捨選

択しながら読む活動が増えてくる。その際、調べ学習を行う際に利用する図鑑や事典などについて

は、目次や索引を利用することが効果的である。 

目次は、本全体で何が書かれているのかを概観することができる。索引は、本に掲載されている

事柄や言葉などから検索して読むことができる。そのため、目次や索引を利用すると、自分が必要

とする情報が書かれていそうなページに見当を付けて読むことができる。目次や索引のそれぞれの

特徴を理解して利用するなど、本や文章全体から必要な情報を得るための効果的な読み方を身に付

け、活用できるようにすることが大切である。 

国語科に限らず、他の教科等の調べる学習や日常生活の中でも、調べる学習などを積み重ねる中

で、児童が必要性を感じた時などに適宜指導し、その有効性を実感できるようにすることが大切で

ある。 
 

【３年生の各教科で図鑑や事典が使えそうな学習(例)】 

 

 

 

 

 

 

 

【社会】           【理科】           【国語】 

「昔の道具とくらし」の学習で 「つくってあそぼう」の学習で 「くらしと絵文字」の学習で     
 

（参照） 

 ・文部科学省「小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 国語編」 

・国立教育政策研究所「平成３１年度 全国学力・学習状況調査 報告書 小学校 国語」 

問題 大問 ４ 

 本問題は、目的に応じて、いろい

ろな本や文章を選んで読むことがで

きるかどうかをみる問題である。こ

こでは、目的に合わせた本の選び方、

目次や索引、百科事典の背表紙の使

い方など、本や文章を活用する力が

求められる。 

小学校第３学年  

「読むこと」 

特徴的な問題 

出 題 の 趣 旨 

指導のポイント 
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 相手や目的などに応じ、敬体や常体を 

使い分けて書く 

  文章を書くときには、相手や目的に応 

じて「～です」「～ます」の敬体と「～だ」「～である」の常

体のどちらかを使用して書くことになる。敬体と常体の違い

を意識し、それぞれを適切に使い分けられるようにすること

が重要である。敬体と常体のそれぞれの表現の効果を押さえ

た上で、これらが混同されている文を例示し、書き直す箇所

を指摘するなどして、適切に使い分けられるよう指導するこ

とが大切である。 

「話すこと・聞くこと」においては、公的な場面でスピー

チをする際、敬体を用いて話すことができるように指導をす

ることが大切である。また、「書くこと」においては、礼状や

依頼文を書く際、書く相手や手紙の書式に合わせて敬体を使

って書くことができるように指導することが大切である。 

 

 「敬体や常体の違い」に関する学習の系統性を意識した指導をする 

  国語科の学習内容は、系統的・段階的に上の学年につながっていくとともに、螺旋的・反復的に

繰り返しながら学習し、資質・能力の定着を図ることを基本としている。以下に、「小学校学習指導

要領（平成２９年告示）解説 国語編」に書かれている「敬体や常体の違い」に関する指導事項を

記載した。 

〔知識及び技能〕(1)言葉の特徴や使い方に関する指導 ○言葉遣い 

第 1 学年及び第 2 学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年 

キ 丁寧な言葉と普通の言葉

との違いに気を付けて使う

とともに、敬体で書かれた文

章に慣れること。 

キ 丁寧な言葉を使うととも

に、敬体と常体の違いに注意

しながら書くこと。 

キ 日常よく使われる敬語を

理解し使い慣れること。 

 

（参照） 

 ・文部科学省「小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 国語編」 

・国立教育政策研究所「平成２３年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 小学校 国語」 

問題 大問 ５ 

 本問題は、敬体と常体の違いに注

意しながら書くことができるかどう

かをみる問題である。ここでは、相

手や目的に応じて敬体と常体を意識

的に使い分け、文末表現に注意しな

がら書く力が求められる。 

小学校第３学年  

「書くこと」 

特徴的な問題 

出 題 の 趣 旨 

指導のポイント 

１

５ 
田
中
さ
ん
は
、
冬
休
み
の
思
い
出
を
作
文
に
ま
と
め
ま
し
た
。
読
み

返
し
て
み
る
と
、
書
き
直
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
こ
ろ
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
書
き
直
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
こ
ろ
を
、
次
の
１
〜
４
の
中
か
ら
一

つ
え
ら
び
、
そ
の
番
号
を
答
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
え
ら
ん
だ
部
分
を

正
し
く
書
き
直
し
ま
し
ょ
う
。 

わ
た
し
は
、
十
二
月
二
十
八
日
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
で
お
も
ち

つ
き
を
し
ま
し
た
。 

 

む
し
た
お
米
を
、
み
ん
な
で
き
ょ
う
力
し
て
、
リ
ズ
ム
よ
く
つ
き

ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
と
、
か
た
ま
り
に
な
っ
て
、
お
も
ち
が
で
き
た
。 

 
 

 
 

す
る
と
、
お
母
さ
ん
が 

「
さ
っ
そ
く
、
み
ん
な
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。
」 

と
、
言
い
ま
し
た
。
お
も
ち
は
、
と
て
も
や
わ
ら
か
く
て
お
い
し
か

っ
た
で
す
。 

１ 

２ 

３ 

４ 

（平成２８年度市調査４年で出題した問題） 
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１ 調査問題【出題の趣旨】 

１
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項 

一 漢字 

本問題は、当該学年の前の学年別漢字配当表に示されている漢字を

文の中で正しく使うことができているかどうかをみる問題である。そ

のために、手紙や見学のまとめといった日常で使われる場面を設定し、

その中で漢字を適切に選ぶことができるかどうかを問う問題構成とし

た。 

二 主語と述語 

 本問題は、文の中の主語と述語の関係を理解しているかどうかをみ

る問題である。主語と述語は、文の骨格をなし、明瞭な文を書く最も

基礎的な事項であることから、平成３０年度同様、今年度も出題した。

なお、類似の問題を小３～小６で出題している。 

三 指示語 

本問題は、指示語の役割を理解しているかどうかをみる問題である。

ここでは、指示語が文や文章の構成に関わる語で、文章の論理的な関

係を構築する上で大切な役割を果たしていることを理解しながら、文

章を読む力が求められる。 

２
伝
統
的
な
言
語 

 

文
化
と
国
語
の
特 

 

質
に
関
す
る
事
項 

文字の組立て

方を理解して

書く 

本問題は、文字の組立て方を理解して書くことができるかどうかを

みる問題である。ここでは、毛筆で文字を書く際に気を付けさせたい

点として、始筆から終筆までの筆使い、文字の組立て方、「右はらい」

のときの筆圧や文字の大きさ、「おれ」や「はね」の方向を取り上げて

いる。 

３
読
む
こ
と 

「われないシ

ャボン玉」の

ページを読む 

本問題は、目的に応じて、中心になる語や文を捉えて、文章を読む

ことができるかどうかをみる問題である。ここでは、説明的な文章を

読み、文と文との関係を押さえ、中心となる語句や文に着目しながら、

文脈に合う適切な言葉を選択する力が求められる。 

４
書
く
こ
と 

気温の変わり

方について 

まとめる 

本問題は、相手や目的に応じて、書く上で必要な事柄を調べること

ができるかどうかをみる問題である。ここでは、何のために書くのか、

読み手はどのような内容を知りたいのかなど、文章を書く相手や目的

を念頭に置きながら、必要な情報を正しく読む力が求められる。 

５
話
す
こ
と 

・
聞
く
こ
と 

3学期の目標

について 

スピーチする 

本問題は、相手を見たり、言葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注

意したりして話すことができるかどうかをみる問題である。ここでは、

音声の面から話し手が気を付けることについて理解していることが求

められる。 

６
話
す
こ
と 

・
聞
く
こ
と 

学級の歌の 

タイトルを 

決める 

本問題は、互いの考えを聞き、考えの共通点や相違点を整理しなが

ら、進行に沿って話し合うことができるかどうかをみる問題である。

ここでは、話し合ったことを伝えるために、報告者がどのようなこと

を報告しているかを捉える力が求められる。 

 

ⅱ 小学校第４学年 

く す り→（ ｋｕｓｕｒｉ ）正答率６９．５％ 無解答率１１．１％ 

たべもの→（ｔａｂｅｍｏｎｏ）正答率４５．８％ 無解答率１９．１％ 

ｈａｐｐａ→（  はっぱ   ）正答率５２．２％ 無解答率２９．１％ 
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問題形式

基
礎
問
題

活
用
問
題

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特

質
に
関
す
る
事
項

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・

技
能

記
述
式
・
記

短
答
式
・
短

選
択
式
・
選

正
答
率
（

％
）

無
解
答
率
（

％
）

出
題
年
度
・
調
査
名
【

学
年
】

正
答
率
（

％
）

出
題
学
年

正
答
率
（

％
）

1一ア ○ ○ ○ 選 90.7 0.8

1一イ ○ ○ ○ 選 66.8 1.2

1一ウ ○ ○ ○ 選 86.3 1.3

1一エ ○ ○ ○ 選 86.9 1.4

1一オ ○ ○ ○ 選 78.1 1.4 小３ 76.9

1二ア ○ ○ ○ 選 80.7 0.8
Ｈ30市
【小４】

85.8 小３ 76.0

1二イ ○ ○ ○ 選 41.8 0.9 Ｈ30市
【小４】

76.1 小３ 36.8

1三 ○ ○ ○ 選 86.7 1.2 Ｈ29市
【小４】

94.9 小３ 76.7

2 ○ ○ ○ 選 64.7 1.0
Ｈ28市
【小４】

85.0

3小林 ○ ○ ○ ○ 選 66.1 1.8

3川村 ○ ○ ○ ○ 選 55.8 1.9

4 ○ ○ ○ ○ 記 41.0 6.8

5 ○ ○ ○ 選 49.9 6.6

Ｈ28市
【小３】
Ｈ29市
【小４】

36.5

53.8

小３ 32.9

6 ○ ○ ○ ○ 選 71.2 9.6

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正
しく使うことができる。（屋）

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正
しく使うことができる。（軽）

指示語の役割を理解している。

設問番号 設問のねらい

問題

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正
しく使うことができる。（消）

学習指導要領の領域等

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正
しく使うことができる。（新）

文の中の主語と述語の関係を理解
している。

互いの考えを聞き、考えの共通点
や相違点を整理しながら、進行に
沿って話し合うことができる。

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正
しく使うことができる。（持）

文字の組立て方を理解して書くこ
とができる。

※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　複数ある場合は、代表的なものを挙げている（同一問題には◎を付けている）。
　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、市の正答率を示している。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
　「記述式」とは、いくつかの選択肢やいろいろな考え方、答え方があるものなどについて、自分の考えを明確にして書く問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題等を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

２　調査問題一覧表【設問別】
複数学年での出題評価の観点 市 過去同一問題等

目的に応じて、中心になる語や文
を捉えて、文章を読むことができ
る。

相手を見たり、言葉の抑揚や強
弱、間の取り方などに注意したり
して話すことができる。

文の中の主語と述語の関係を理解
している。

目的に応じて、中心になる語や文
を捉えて、文章を読むことができ
る。

相手や目的に応じて、書く上で必
要な事柄を調べることができる。
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司会などの役割を果たしながら話し合い、互いの考えの共通点や相違点を整理する 

話合いには、一つのことにまとめていく、合意を形成する、考えを広げたり深めたりするなど、

様々な話合いがある。いずれの場合も、話合いの目的や目指す到達点、そこに向かう話合いの進め

方などを確認し、司会者や提案者、参加者などの役割に基づいて、話し合う目的や必要性を意識し

て話合いを進めていく必要がある。 
 

＜司会者の役割＞ 

目的に応じて適切に話合いを進

行することが挙げられる。その

ためには、参加者に発言を促し

たり、発言の共通点や相違点を  

確認したり、話し 

合った内容をまと 

めたりすることが 

できるようにする 

ことが大切である。 

＜提案者の役割＞ 

参加者全員に考えが伝わるよ

うに、話す内容を整理すること

が挙げられる。その際、話し方   

に注意しながら、説明したり、 

報告したりす 

ることができ 

るようにする 

ことが大切で 

ある。 

＜参加者の役割＞ 

進行に合わせなが

ら、積極的に自分

の考えを述べ、話

合いに加わること

が挙げられる。 

 

その他 

の役割 

＜記録＞ 

 

 

 

＜時計＞ 

 
様々な話合いの場面において、児童一人ひとりがそれぞれの役割について学ぶことができるよう

に、意図的、計画的に機会を設定することが大切である。 

具体的には、教師の演示などによる話合いのモデルを提示し、互いの考

えの共通点や相違点を確認しながら話合いを進めている様子を具体的に

示すことが考えられる。その際、考えが相違するときには、それぞれの考

えがどのようなことに基づいているのかということに着目することがで

きるように指導することが大切である。また、特別活動において集団とし

ての意見をまとめる話合い活動を行うなど他教科等とも関連付け、児童の

日常生活に生きて働くように多くの場を設定することが重要である。 

 

（参照） 

・国立教育政策研究所「平成２９年度 全国学力・学習状況調査 報告書 小学校 国語」 

問題 大問 ６ 

 本問題は、互いの考えを聞き、考

えの共通点や相違点を整理しなが

ら、進行に沿って話し合うことがで

きるかどうかをみる問題である。こ

こでは、話し合ったことを伝えるた

めに、報告者がどのようなことを報

告しているかを捉える力が求めら

れる。 

小学校第４学年  

「話すこと・聞くこと」 

特徴的な問題 

出 題 の 趣 旨 

指導のポイント 

（
問
い
） 

島
田
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
ほ
う
こ
く
し
て
い
ま
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
も
の
を
、
次
の
１
〜
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

１ 

同
じ
意
見
で
も
理
由
が
ち
が
う
こ
と
を
ほ
う
こ
く
し
て
い
る
。 

２ 

学
級
全
体
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
こ
と
を
ほ
う
こ
く
し
て
い
る
。 

３ 

一
番
多
く
出
さ
れ
た
こ
と
を
ほ
う
こ
く
し
て
い
る
。 

４ 

話
し
合
っ
て
一
つ
に
ま
と
ま
っ
た
意
見
を
ほ
う
こ
く
し
て
い
る
。 
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目的に応じて必要な情報を捉えて読む 

  中・高学年では、目的に応じていろいろな文や文章を分析的に読み、内容の中心を捉えたり、段

落相互の関係を考えて全体の構成を把握し、自分の考えをまとめたりしながら読むなど、課題を解

決するために必要な情報を捉えて読む活動が増える。日常生活においても、図鑑や事典、説明書、

インターネットの記述などから自分が知りたい情報を見付けて読む機会が多くなる。そこでは、目

的に応じて中心となる語や文を捉えて読む能力が必要になる。 

  「目的に応じて」とは、本問を例に挙げると「うまくシャボン玉を作りたい」「もっとわれにくく

したい」のように、何のために調べるのか、何について調べるのかを明らかにすることである。 

  目的に応じて、中心となる語や文を捉えて読むことができるようにするためには、学習活動にお

いて以下のような工夫をすることが重要である。 

 ＜学習活動例① 目的を明確に調べる内容を具体的にしながら読む＞ 

  ～指導の工夫～ 

   何のために調べるのかという目的を明確にし、何について調べるのかを具体的にすることで、

自分が必要とする情報がどこにどのように書かれているかを捉えることができるようになる。何

について調べるのかを具体的にするためには、本問にあるように、自分の活動を振り返り、新た

な課題を見付けたり、目的を焦点化したりすることができるような学習過程の設定が有効になる。 

 ＜学習活動例② 身に付けた図鑑や事典などの読み方を使って読む＞ 

  ～指導の工夫～ 

   目次や索引、見出しに着目して読む、キーワードを見付けながら読む、図表と結び付けて読む

など、図鑑や事典から必要な情報を得るための方法を使って、児童がその有効性を実感できるよ

うにすることが大切である。 

 ＜学習活動例③ 国語科で身に付けたことを他教科で活用しながら読む＞ 

  ～指導の工夫～ 

国語科で身に付けた、図鑑や事典から必要な情報を得るための方法を、他教科等の学習活動に

生かすことができる機会を意図的に設定する。その際、必要な情報を捉えて読むことで課題解決

を図ることができたかどうかを振り返る時間を設け、児童がその有効性を実感できるようにする。 

（参照） 

・国立教育政策研究所「平成３０年度 全国学力・学習状況調査 報告書 小学校 国語」 

問題 大問 ３ 

 本問題は、目的に応じて、中心に

なる語や文を捉えて、文章を読むこ

とができるかどうかをみる問題で

ある。ここでは、説明的な文章を読

み、文と文との関係を押さえ、中心

となる語句や文に着目しながら、文

脈に合う適切な言葉を選択する力

が求められる。 

小学校第４学年  

「読むこと」 

特徴的な問題 

出 題 の 趣 旨 

指導のポイント 
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１ 調査問題【出題の趣旨】 

１
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項 

一 漢字 

本問題は、当該学年の前の学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で

正しく使うことができているかどうかをみる問題である。そのために、手紙や

見学のまとめといった日常で使われる場面を設定し、その中で漢字を適切に選

ぶことができるかどうかを問う問題構成とした。 

二 主語と述語 

本問題は、文の中の主語と述語の関係を理解しているかどうかをみる問題で

ある。主語と述語は、文の骨格をなし、明瞭な文を書く最も基礎的な事項であ

ることから、平成３０年度同様、今年度も出題した。なお、類似の問題を小３

～小６で出題している。 

三 敬語 

本問題は、相手や場面に応じて適切に敬語を使うことができるかどうかをみ

る問題である。ここでは、相手と自分との関係やその場の状況を意識して適切

に敬語を使う力が求められる。 

２
伝
統
的
な
言
語 

 

文
化
と
国
語
の
特 

 

質
に
関
す
る
事
項 

用紙全体との 

関係に注意して

書く 

本問題は、用紙全体との関係に注意して書くことができるかどうかをみる問

題である。ここでは、毛筆で文字を書く際に気を付けさせたい点として、筆圧

の変化、文字の中心、用紙全体との関係を取り上げている。 

３
伝
統
的
な
言
語 

 

文
化
と
国
語
の
特 

 

質
に
関
す
る
事
項 

国語辞典を 

使って調べる 

本問題は、表現したり理解したりするために必要な語句について、辞書を利

用して調べることができるかどうかをみる問題である。ここでは、国語辞典に

示されたそれぞれの意味と例文とを関係付けた上で、文脈に適した意味を適切

に捉える力が求められる。 

４
書
く
こ
と 

一 

お礼の手紙を 

書く 

 本問題は、目的や意図に応じて、内容の中心を明確にして、詳しく書くこと

ができるかどうかをみる問題である。ここでは、お世話になった人に感謝の思

いを伝えるために、何を取り上げて書くのがよいのか考える力が求められる。 

二 

 本問題は、自分の考えを明確に表現するため，文章全体の構成の効果を考え

ることができるかどうかをみる問題である。ここでは、手紙の構成を理解し、

後付けを書く力が求められる。 

５
話
す
こ
と 

・
聞
く
こ
と 

児童代表の 

あいさつをする 

本問題は、目的や意図に応じて、事柄が明確に伝わるように、話の構成を工

夫しながら話すことができるかどうかをみる問題である。ここでは、話し手の

挨拶を聞き、その中に用いられている表現方法を適切に捉える力が求められる。 

６
読
む
こ
と 

一 

将来なりたい 

職業について 

調べる 

本問題は、目的に応じて、複数の本や文章を選んで読むことができるかどう

かをみる問題である。ここでは、読む目的をもち、その目的に応じて、自分に

とって必要な情報を明らかにし、複数の本や文章を読む力が求められる。 

二 

本問題は、目的に応じて、複数の本や文章を比べて読むなど、効果的な読み

方を工夫することができるかどうかをみる問題である。ここでは、調べる内容

を確かめながら、一方の資料の情報を他の資料に当てはめながら読む力が求め

られる。 

７
書
く
こ
と 

物語の下書きを 

書き直す 

本問題は、表現の効果などについて、確かめたり工夫したりすることができ

るかどうかをみる問題である。ここでは、書き直しの前後の物語を比べ、両方

の表現の仕方や効果を評価した上で、語り手が寄り添っている人物を捉える力

が求められる。 

８
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

一 

「ロボットに期

待すること」に

ついて発表する 

本問題は、話し手の意図を捉えながら聞くことができるかどうかをみる問題

である。ここでは、話の目的は何か、自分に伝えたいことは何か、共に考えた

いことは何かなどを踏まえて、話の内容を十分に聞き取る力が求められる。 

二 

本問題は、話の内容が明確になるように、話の構成を考えることができるか

どうかをみる問題である。ここでは、伝えたいことを明確にし、それを分かり

やすく伝えるために、聞き手の反応から、話の受け止め方や理解の状況を捉え、

それを踏まえながら話す力が求められる。 

ⅲ 小学校第５学年 

く す り→（ ｋｕｓｕｒｉ ）正答率６９．５％ 無解答率１１．１％ 

たべもの→（ｔａｂｅｍｏｎｏ）正答率４５．８％ 無解答率１９．１％ 

ｈａｐｐａ→（  はっぱ   ）正答率５２．２％ 無解答率２９．１％ 
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問題形式

基
礎
問
題

活
用
問
題

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語

の
特
質
に
関
す
る
事
項

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態

度 話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理

解
・
技
能

記
述
式
・
記

短
答
式
・
短

選
択
式
・
選

正
答
率
（

％
）

無
解
答
率
（

％
）

出

題

年
度

・

調

査

名
【

学

年
】

正
答
率
（

％
）

出
題
学
年

正
答
率
（

％
）

1一ア ○ ○ ○ 選 50.2 0.4

1一イ ○ ○ ○ 選 94.6 0.5

1一ウ ○ ○ ○ 選 90.5 0.6

1一エ ○ ○ ○ 選 94.9 0.5

1二ア ○ ○ ○ 選 74.0 0.4
Ｈ30市
【５年】

85.6 小６ 82.5

1二イ ○ ○ ○ 選 57.4 0.5
Ｈ30市
【５年】

61.4 小６ 64.8

1三 ○ ○ ○ 選 51.1 0.7 Ｈ30全国 60.3 小６ 67.8

2 ○ ○ ○ 選 93.3 0.2
Ｈ28市
【５年】

85.1

3 ○ ○ ○ 選 85.8 0.3 Ｈ22全国 80.3

4一 ○ ○ ○ 選 91.8 0.6

4二 ○ ○ ○ 選 43.1 1.0

5 ○ ○ ○ 選 55.2 0.8
Ｈ29市
【６年】

76.5

6一 ○ ○ ○ ○ 選 88.2 0.9

6二 ○ ○ ○ ○ 選 81.8 1.0 Ｈ28全国 79.2

7 ○ ○ ○ ○ 短 69.4 4.7

8一 ○ ○ ○ ○ 選 79.7 1.4 小６ 84.1

8二 ○ ○ ○ ○ 選 81.4 2.0 小６ 84.0
話の内容が明確になるように、
話の構成を考えることができ
る。

表現の効果などについて、確か
めたり工夫したりすることがで
きる。

※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　複数ある場合は、代表的なものを挙げている（同一問題には◎を付けている）。
　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、市の正答率を示している（H22全国の数値は埼玉県の正答率を示している）。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
　「記述式」とは、いくつかの選択肢やいろいろな考え方、答え方があるものなどについて、自分の考えを明確にして書く問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題等を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

目的に応じて、複数の本や文章
を比べて読むなど、効果的な読
み方を工夫することができる。

話し手の意図を捉えながら聞く
ことができる。

文の中の主語と述語の関係を理
解している。

評価の観点

２　調査問題一覧表【設問別】
複数学年での出題市

当該学年の前の学年別漢字配当
表に示されている漢字を文の中
で正しく使うことができる。
（員）

過去同一問題等学習指導要領の領域等

当該学年の前の学年別漢字配当
表に示されている漢字を文の中
で正しく使うことができる。
（景）

文の中の主語と述語の関係を理
解している。

問題

当該学年の前の学年別漢字配当
表に示されている漢字を文の中
で正しく使うことができる。
（課）

目的や意図に応じて、内容の中
心を明確にして、詳しく書くこ
とができる。

自分の考えを明確に表現するた
め，文章全体の構成の効果を考
えることができる。

目的に応じて、複数の本や文章
を選んで読むことができる。

設問番号 設問のねらい

当該学年の前の学年別漢字配当
表に示されている漢字を文の中
で正しく使うことができる。
（道）

相手や場面に応じて、適切に敬
語を使うことができる。

用紙全体との関係に注意して書
くことができる。

表現したり理解したりするため
に必要な語句について、辞書を
利用して調べることができる。

目的や意図に応じて、事柄が明
確に伝わるように、話の構成を
工夫しながら話すことができ
る。
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自分の書いた文字を見直しながら書く 

  文字の大きさや配列に注意して、文字を正しく整え、毛筆で書く能力を身に付けることは、日常

生活における硬筆による書写の能力を高める基礎となる。例えば、「文字の大きさ」については、中

学年で、漢字は仮名より大きく書くといった文字相互の相対的な大きさの関係であったのに対し、

高学年では、主に用紙全体との関係から判断される文字の大きさに重点を置いている。 

  具体的には、本問のように、児童が学習課題に即して自分の書いた文字を見直し、どのような点

に気を付けて書き直すとよいかを考え、互いに助言し合うなどの活動を設定し、児童にとって課題

解決の過程となるように指導することが考えられる。 

  また、毛筆を使って学習したことを生かして、鉛筆やペンを使って書くなど、毛筆指導と硬筆指

導を関連させる学習の充実を図り、毛筆で学習したことを日常生活で生かすことを意識できるよう

にすることが大切である。 

 

 日常生活の中で、文字の大きさや配列に注意して書く場面を設定する 

  生活や学習活動の文字を書く様々な場面において、目的に応じ、文字の大きさや配列に注意して

書くことができるように指導することが大切である。具体的には、次のような場面が考えられる。 

  ・ポスターや新聞、パンフレット、リーフレットなどのタイトルを書く。 

  ・「今年の目標」「活動のめあて」などを書く。 

  ・児童集会等で全学年で歌う歌の歌詞等を書く。 

  ・案内状や礼状などを出すために、封筒やはがきに宛て名や住所などを書く。 

 

（参照） 

・国立教育政策研究所「平成２８年度 全国学力・学習状況調査 報告書 小学校 国語」 

 本問題は、穂先の向きに注意して書くことができるか

どうか（３年）、文字の組立て方を理解して書くことがで

きるかどうか（４年）、用紙全体との関係に注意して書く

ことができるかどうか（５・６年）をみる問題である。

それぞれの学年で、毛筆で文字を書く際に気を付けさせ

たいことを取り上げている。 

小学校第３～６学年 

「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」 

 

「読むこと」 特徴的な問題 

出 題 の 趣 旨 

指導のポイント 

問題 ３年生…大問 ２ 

   ４年生…大問 ２ 

５年生…大問 ２ 

６年生…大問 ２ 

○○さんは、書写の時間に一まい目として（ア）を書きました。それを見直

して、授業の最後には（イ）の作品を仕上げました。（ア）とくらべて、（イ）

はどのような点がよりよくなりましたか。もっともふさわしいものを、次の

１〜３の中から一つえらび、その番号を答えましょう。 

＜３年生＞ ＜４年生＞ ＜５・６年生＞ 各学年の問題 
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実用的な文章としての手紙を書く 

実生活においては、依頼状や案内状、礼状などの実用的な文章としての手紙を書くことが求めら

れる。その際、目的や意図を明確にして、書く事柄を選び、書きたいことの中心が伝わるように詳

しく書いたり簡単に書いたりすることができるように指導することが大切である。また、書いた手

紙を互いに読み合い、伝えたいことが適切に相手に伝わるかどうかを考えることができるように指

導することも大切である。 

指導事例「離任式に来るお世話になった先生たちにお礼の手紙を書こう」 

（事前に…）これまでにお世話になった先生たちとの思い出を出し合い、児童自らが「お礼の手紙

を書きたい」と思うように、相手に対する感謝の気持ちを高めておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  手紙を書く活動を国語科のみならず、国語科との関連を図りながら、各教科等に意図的、計画的    

 に設定することが重要である。例えば、総合的な学習の時間や社会科において、体験学習の指導を

依頼する手紙や、運動会などの学校行事に案内をする手紙、社会科見学等でお世話になったことへ

のお礼の手紙などを書くことが考えられる。 

（参照） 

・国立教育政策研究所「平成２９年度 全国学力・学習状況調査 報告書 小学校 国語」 

・国立教育政策研究所「平成２９年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例 小学校」 

問題 大問 ４一 

 本問題は、目的や意図に応じて、

内容の中心を明確にして、詳しく書

くことができるかどうかをみる問

題である。ここでは、お世話になっ

た人に感謝の思いを伝えるために、

何を取り上げて書くのがよいのか

考える力が求められる。 

小学校第５学年  

「書くこと」 

特徴的な問題 

出 題 の 趣 旨 

指導のポイント 

前
文 春

の
日
ざ
し
が
心
地
よ
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
私
た
ち
に
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

本
文 

        

末
文 

 

お
忙
し
い
毎
日
だ
と
思
い
ま
す
が
、
お

体
に
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

後
付
け 

 
 

○
月
○
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

さ
い
た
ま 

太
郎 

 

○
○ 

○
○ 

様 

 

「本文」に書く内容としては、次のようなものが考えられる。 

○先生が話してくれたことの中で一番心に残っていること 
○先生の授業を受けて、分かったりできるようになったりしたこと 
○先生から教えてもらったことを生かし、今年度頑張ろうと思っていること 

本問題を活用し、手紙の構成と本文に書

かれている内容を確認する。 

伝えたいことの中心を確認し、相手にお

礼の気持ちが伝わるように「本文」に書

く内容を考える。 

お礼の手紙を書き、友達と読み合って構

成や内容について助言し合う。 

ポイント 

手紙の構成や内容を吟味したり、形式を整 
えたりすることが、相手に対する感謝の思 

いや敬意を表すことにつながるということ 
を指導することが重要である。 

<単元計画(例)> 

ポイント  
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 目的に応じて、複数の本や文章を比べ、自分の考えを明確にしながら読む 

  楽しむために読む、調べるために読む、知的探求心を満たすために読むなど、読む目的は様々で

ある。そのため、目的に応じて、複数の本や文章などについて、様々な読み方で読むことができる

ようにすることが必要である。このことは、国語科の学習のみならず、各教科等の学習や日常生活

においても重要である。 

指導事例「興味のある職業について調べ、リーフレットで紹介しよう」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考） 

・国立教育政策研究所「平成２８年度 全国学力・学習状況調査 報告書 小学校 国語」 

・国立教育政策研究所「平成２８年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例 小学校」 

問題 大問 ６一 

 本問題は、目的に応じて、複数

の本や文章を選んで読むことが

できるかどうかをみる問題であ

る。ここでは、読む目的をもち、

その目的に応じて、自分にとって

必要な情報を明らかにし、複数の

本や文章を読む力が求められる。 

小学校第５学年  

「読むこと」 

特徴的な問題 

出 題 の 趣 旨 

指導のポイント 

第一次 

○将来なりたい職業や職業に関する新聞記事の紹

介、学校図書館担当職員等によるブックトークを

聞き、職業について関心を高める。 

○自分が選んだ職業について、調べたこととそこか

ら考えたことをリーフレットにまとめ、紹介する

ための学習計画を立てる。 

第二次 

○本問の【資料１】と【資料２】を読み、ケーキ職

人の仕事について調べ、特に心に残ったことを中

心に自分の考えをまとめる。 

○ケーキ職人の仕事について調べたこととそこか

ら考えたことを必要に応じて交流する。 

 

第三次 

○第二次の学習を生かし、自分が選んだ職業につい

て、自分が探した本などから必要な情報を取捨選

択したり、複数の情報を関連付けたりして、調べ

たこととそこから考えたことをリーフレットに

まとめる。 

○リーフレットを基に、学級で紹介し合い、互いに

感想を伝え合う。 

 

ケーキ職人について書かれた本を選んで比べて読み、 

必要な情報を付箋紙にまとめる 

 本や文章を読む際は、自分にとって必要な情報の中心となる話に

着目させ、目次や索引、見出しなどを手がかりにしながら情報を検

索できるように指導する。例えば、「仕事内容」→「どんな仕事」、「～

になるには」→「～への道」など、別の言葉に置き換えて、必要な

情報を探すことができるようにする。 

 

特に心に残ったことを中心に、付箋紙にまとめたことや 

本を読み返し、自分の考えをまとめる 

 
ケ
ー
キ
を
作
る

だ
け
で
な
く
、

お
店
を
清
潔
に

保
つ
こ
と
や
お

客
様
の
好
み
を

考
え
た
新
商
品

の
開
発
な
ど
と

い
っ
た
仕
事
も

あ
る
。 

ケ
ー
キ
職
人
に

な
る
方
法
は
た

く
さ
ん
あ
る
け

れ
ど
、
学
校
を

卒
業
し
て
か
ら

ケ
ー
キ
屋
さ
ん

や
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
で
修
業
す

る
人
が
多
い
。 

ケーキ職人になるには、自分の思うとおりのケーキを作るだけ

でなく、お客さんの立場に立って仕事をすることが大切だと思っ

た。それから、ケーキ職人になるためには、いろいろな方法があ

ることが分かり、ケーキ職人になる道は一つではないことに気付

いた。 
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スピーチの表現を工夫する 

  目的や意図に応じ、自分の考えが明確に伝わるよ

うにスピーチの構成や表現を工夫することは、国語

科の学習のみならず日常生活においても重要である。 

 そのためには、まずは自分の立場や結論を明確にしたうえで全体の構成を工夫するとともに、事実

と感想、意見とを区別して整理することが大切である。 

指導事例「興味をもったことを１分間スピーチで伝えよう」 

 １ スピーチの話題を選ぶ 

  ○ 学校生活や家庭生活、世の中の出来事から興味をもったり、自分の考えが深まったりした話

題を選ぶ。 

   → 各教科等の学習を含む学校生活や家庭生活の中から自分のものの見方や考え方が深まった

ものを選ぶようにする。また、新聞やニュースなどの中から自分の関心がある出来事を選ぶ

ようにする。 

 ２ スピーチ原稿の下書きをする 

  ○ １分間でどれくらいの字数が必要か話し合う。 

   → 話す速さなどを考慮すると、300字程度が適当である。 

  ○ 「始め」「中」「終わり」の３つの構成で考える。 

 ３ 表現方法を工夫する 

  ○ ８つの表現方法（比喩法・列挙法・反復法・擬声法・倒置法・誇張・省略・対句）を黒板に

掲示し、その中から複数の表現方法を選択し、下書きを書き換える。 

  ○ 題材別にグルーピングし、よりよい表現技法について話し合う。 

  ○ スピーチ原稿を清書する。 

 ４ スピーチの練習をする 

  ○ ３人組を作り、互いの表現技法を中心によい点や改善すべき点を出し合う。 

   → 実際にスピーチをする場合は、声量や速度、抑揚や間の取り方のほか、表情や仕草などに

ついても意識して、練習する。 

   → スピーチの内容を覚えるまで練習することは重要である。 

 ５ スピーチを行う 

  ○ スピーチを行い、表現技法を中心に相互評価する。 

（参照） 

・国立教育政策研究所「平成２５年度 全国学力・学習状況調査 報告書 小学校 国語」 

問題 大問 ５ 

 本問題は、目的や意図に応じて、事柄が明確

に伝わるように、話の構成を工夫しながら話す

ことができるかどうかをみる問題である。ここ

では、話し手の挨拶を聞き、その中に用いられ

ている表現方法を適切に捉える力が求められ

る。 

小学校第５学年  

「話すこと・聞くこと」 

特徴的な問題 

出 題 の 趣 旨 

指導のポイント 
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１ 調査問題【出題の趣旨】 

１
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項 

一 漢字 

本問題は、当該学年の前の学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で

正しく使うことができているかをみる問題である。そのために、手紙や見学の

まとめといった日常で使われる場面を設定し、その中で漢字を適切に選ぶこと

ができるかを問う問題構成とした。 

二 主語と述語 

本問題は、文の中の主語と述語の関係を理解しているかどうかをみる問題で

ある。主語と述語は、文の骨格をなし、明瞭な文を書く最も基礎的な事項であ

ることから、平成３０年度同様、今年度も出題した。なお、類似の問題を小３

～小６で出題している。 

三 敬語 

本問題は、相手や場面に応じて適切に敬語を使うことができるかどうかをみ

る問題である。ここでは、相手と自分との関係やその場の状況を意識して適切

に敬語を使う力が求められる。 

２
伝
統
的
な
言
語 

 

文
化
と
国
語
の
特 

 

質
に
関
す
る
事
項 

用紙全体との 

関係に注意して

書く 

本問題は、用紙全体との関係に注意して書くことができるかどうかをみる問

題である。ここでは、毛筆で文字を書く際に気を付けさせたい点として、筆圧

の変化、文字の中心、用紙全体との関係を取り上げている。 

３
伝
統
的
な
言
語 

 

文
化
と
国
語
の
特 

 

質
に
関
す
る
事
項 

国語辞典を 

使って調べる 

本問題は、表現したり理解したりするために必要な語句について、辞書を利

用して調べることができるかどうかをみる問題である。ここでは、国語辞典に

示されたそれぞれの意味と例文とを関係付けた上で、文脈に適した意味を適切

に捉える力が求められる。 

 

４
書
く
こ
と 

物語を書く 

本問題は、自分の考えを明確に表現するため、文章全体の構成の効果を考え

ることができるかどうかをみる問題である。ここでは、読者に期待をもって読

み進めてもらえるような展開にするために、構成を工夫して書く力が求められ

る。 

 

５
書
く
こ
と 

「読書をするき

っかけ」につい

て報告文を書く 

本問題は、相手や目的に応じて、書く上で必要な事柄を調べることができる

かどうかをみる問題である。ここでは、何のために書くのか、読み手はどのよ

うな内容を知りたいのかなど、文章を書く相手や目的を念頭に置きながら、必

要な情報を正しく読む力が求められる。 

６
読
む
こ
と 

一 環境問題に 

ついて疑問に 

思ったことを 

調べる 

 本問題は、目的に応じて、文章の内容を押さえながら要旨を捉えることがで

きるかどうかを見る問題である。ここでは、何のために、どのようなことが必

要かなどを明確にした上で、文章の重要な点を表現に即して的確に押さえ、求

められている分量や表現の仕方などにまとめる力が求められる。 

二 

本問題は、目的に応じて、中心となる語や文を捉えることができるかどうか

をみる問題である。ここでは、目的に応じて文章全体におけるそれぞれの段落

の役割を押さえながら読む力が求められる。 

７
話
す
こ
と 

・
聞
く
こ
と 

考えたことを 

ノートにまとめる 

本問題は、図の内容を的確に読むことができるかどうかをみる問題である。

ここでは、掲示全体を概観し、表現方法、文字や絵との関係、文字の大きさや

配置などに注意しながら、書かれている内容を読む力が求められる。 

８
話
す
こ
と 

・
聞
く
こ
と 

「遊び」について 

スピーチする 

本問題は、相手や目的に応じて、自分の考えが明確に伝わるように内容を選

んで話すことができるかどうかをみる問題である。ここでは、多くの人が薦め

る遊びをしたいという気持ちになるように、内容を選んで話す力が求められる。 

９
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

一 

「ロボットに期

待すること」に

ついて発表する 

本問題は、話し手の意図を捉えながら聞くことができるかどうかをみる問題

である。ここでは、話の目的は何か、自分に伝えたいことは何か、共に考えた

いことは何かなどを踏まえて、話の内容を十分に聞き取る力が求められる。 

二 

本問題は、話の内容が明確になるように、話の構成を考えることができるか

どうかをみる問題である。ここでは、伝えたいことを明確にし、それを分かり

やすく伝えるために、聞き手の反応から、話の受け止め方や理解の状況を捉え、

それを踏まえながら話す力が求められる。 
 

Ⅳ 小学校第６学年 

く す り→（ ｋｕｓｕｒｉ ）正答率６９．５％ 無解答率１１．１％ 

たべもの→（ｔａｂｅｍｏｎｏ）正答率４５．８％ 無解答率１９．１％ 

ｈａｐｐａ→（  はっぱ   ）正答率５２．２％ 無解答率２９．１％ 
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問題形式

基
礎
問
題

活
用
問
題

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国

語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・

態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・

理
解
・
技
能

記
述
式
・
記

短
答
式
・
短

選
択
式
・
選

正
答
率
（

％
）

無
解
答
率
（

％
）

出

題

年

度

・

調

査

名
【

学

年
】

正
答
率
（

％
）

出
題
学
年

正
答
率
（

％
）

1一ア ○ ○ ○ 選 90.5 0.1

1一イ ○ ○ ○ 選 98.1 0.1

1一ウ ○ ○ ○ 選 47.1 0.2

1一エ ○ ○ ○ 選 50.9 0.3

1一オ ○ ○ ○ 選 51.0 0.9

1二ア ○ ○ ○ 選 82.5 0.2 Ｈ30市
【６年】

88.4 小５ 74.0

1二イ ○ ○ ○ 選 64.8 0.3 Ｈ30市
【６年】 61.5 小５ 57.4

1三 ○ ○ ○ 選 67.8 0.4 Ｈ30全国 60.3 小５ 51.1

2 ○ ○ ○ 選 92.3 0.1
Ｈ28市
【６年】

85.0

3 ○ ○ ○ 選 75.2 0.1 Ｈ20全国 59.3

4 ○ ○ ○ 選 84.1 0.2

5 ○ ○ ○ ○ 記 50.3 1.0
Ｈ28市
【５年】

55.6

6一 ○ ○ ○ ○ 記 29.5 3.5

6二 ○ ○ ○ ○ 選 77.0 1.0

7 ○ ○ ○ 選 93.2 0.5 Ｈ28市
【５年】

89.6

8 ○ ○ ○ 選 93.8 0.7

9一 ○ ○ ○ ○ 選 84.1 1.1 小５ 79.7

9二 ○ ○ ○ ○ 選 84.0 1.7 小５ 81.4

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正
しく使うことができる。（会）

相手や目的に応じて、自分の考え
が明確に伝わるように内容を選ん
で話すことができる。

図の内容を的確に読むことができ
る。

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正
しく使うことができる。（板）

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正
しく使うことができる。（積）

相手や場面に応じて、適切に敬語
を使うことができる。

設問番号 設問のねらい

問題

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正
しく使うことができる。（授）

学習指導要領の領域等

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正
しく使うことができる。（標）

※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　複数ある場合は、代表的なものを挙げている（同一問題には◎を付けている）。
　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、市の正答率を示している。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
　「記述式」とは、いくつかの選択肢やいろいろな考え方、答え方があるものなどについて、自分の考えを明確にして書く問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題等を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

２　調査問題一覧表【設問別】

市 過去同一問題等 複数学年での出題評価の観点

話の内容が明確になるように、話
の構成を考えることができる。

文の中の主語と述語の関係を理解
している。

目的に応じて、中心となる語や文
を捉えることができる。

用紙全体との関係に注意して書く
ことができる。

表現したり理解したりするために
必要な語句について、辞書を利用
して調べることができる。

自分の考えを明確に表現するた
め、文章全体の構成の効果を考え
ることができる。

相手や目的に応じて、書く上で必
要な事柄を調べることができる。

目的に応じて、文章の内容を的確
に押さえながら要旨を捉えること
ができる。

文の中の主語と述語の関係を理解
している。

話し手の意図を捉えながら聞くこ
とができる。
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 「読むこと」の授業で物語の構成について学ぶ 

  物語の文章全体の構成としては、例えば「状況設 

定‐発端‐事件展開‐山場‐結末」がある。それぞれの内容としてどのようなことを書けばよいか

を考える力を付けていくためには、「読むことの指導事項 ○精査・解釈（文学的な文章）」の授業

と関連させた指導をすることが重要である。 

〔思考力、判断力、表現力等〕(C)読むこと ○精査・解釈（文学的な文章） 

第 1 学年及び第 2 学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年 

エ 場面の様子に着目して、登

場人物の行動を具体的に想

像すること。 

エ 登場人物の気持ちの変化

や性格、情景について、場面

の移り変わりと結び付けて

具体的に想像すること。 

エ 人物像や物語などの全体

像を具体的に想像したり、表

現の効果を考えたりするこ

と。 

 ＜文章全体の構成の効果を考えるためのワークシート＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照） 

 ・文部科学省「小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 国語編」 

問題 大問 ４ 

 本問題は、自分の考えを明確に表現するた

め、文章全体の構成の効果を考えることがで

きるかどうかをみる問題である。ここでは、

読者に期待をもって読み進めてもらえるよう

な展開にするために、構成を工夫して書く力

が求められる。 

小学校第６学年  

「書くこと」 

特徴的な問題 

出 題 の 趣 旨 

指導のポイント 
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 目的や意図に応じて資料を読む力を高める 

  パンフレット、ポスター、書籍、新聞記事、様々 

な図表等、私たちの身の回りには情報が溢れ、接す 

る機会が多い。それらの資料から、自分の意図に応 

じて情報を読み取る力は、生活をしていく上で欠かせないものである。そこで、生活場面に即した

学習を展開し、様々な資料に繰り返し触れる機会を設定し、目的や意図に応じて資料を読む力を身

に付けさせることが大切である。 

 

指導事例 「修学旅行に向けて日光東照宮の魅力を紹介しよう」  

（「読むこと」と「書くこと」の複合単元） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照） 

・国立教育政策研究所「平成２４年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例 小学校」 

・国立教育政策研究所「平成２５年度 全国学力・学習状況調査 報告書 小学校 国語」 

・さいたま市教育委員会「平成２８年度 さいたま市学習状況調査 解説資料 国語」 

問題 大問 ７ 

 本問題は、図の内容を的確に読むことがで

きるかどうかをみる問題である。ここでは、

掲示全体を概観し、表現方法、文字や絵との

関係、文字の大きさや配置などに注意しなが

ら、書かれている内容を読む力が求められる。 

小学校第６学年  

「読むこと」 

特徴的な問題 

出 題 の 趣 旨 

指導のポイント 

① 活動の目的について確認する。 

・目的：日光東照宮の歴史や見どころについて友達に紹介する。 

② パンフレットや書籍、雑誌記事等から必要な情報を読む（目的や意図に応じた視点で）。目的

や意図に応じて、必要な情報を丸で囲んだり色を付けたりしてから矢印等でつなげてまとめた

り、必要な情報を付箋紙に書いたりして、整理する。 

・日光東照宮の歴史 ・友達が興味をもちそうな建物やエピソード  

 

③ 読み取った複数の情報を比較、分析し、統合する。 

 
④ 与えられた条件（字数など）に合わせて、記述する。 

 

 
日光東照宮は江戸時代に建てられました。東照宮での

見どころは三猿の彫刻です。実はこれには深い意味が

あるのです。それは・・・ 

⑤ まとめたものを読み合う。 
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目的に応じて、文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら読む 

  目的に応じて、文章の内容を的確に押さえるためには、何のために、何を知りたいのか、どのよ

うな情報が必要なのかなどを明確にした上で、文章に書かれている話題、筆者の考えとその理由や

事例となっている内容、構成の仕方などに注意しながら、表現に即して重要な点を的確に押さえて

読むことが大切である。その際、目的がはっきりしないまま段落に見出しを付けながら読んだり、

一文ごとに書かれている話題、理由や事例などを読んだりするのではなく、目的に照らし、自分に

とって必要な内容であるかどうかを、文章全体から大まかにつかんで読むことも大切である。ここ

では、本問を例に、目的に応じて文章の内容を的確に押さえて読む学習活動の例を以下に示す。 
 

指導事例「目的を明確にし、必要な情報を明らかにしよう」 
 

■何のために 「減少するこん虫」についての疑問を解決する 
 

■何を知りたいのか 

 

 

 

■子どもたちの話合い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考） 

・国立教育政策研究所「平成３１年度 全国学力・学習状況調査 報告書 小学校 国語」 

問題 大問 ６一 

 本問題は、目的に応じて、文章の内

容を押さえながら要旨を捉えること

ができるかどうかをみる問題である。

ここでは、何のために、どのようなこ

とが必要かなどを明確にした上で、文

章の重要な点を表現に即して的確に

押さえ、求められている分量や表現の

仕方などにまとめる力が求められる。 

小学校第６学年  

「読むこと」 

特徴的な問題 

出 題 の 趣 旨 

指導のポイント 

栄養価が高いというのは「食料としてのこん虫」のところに書いてあるから
取組ではないと思う。「残されたこん虫の生息地を守る活動が行われています」
は、②の疑問の解決につながると思う。 

「私たち一人ひとりも自然体験をしながらこん虫について学ぶなど、
自分にできることを見つけ取り組んでいくことが今後ますます重要にな
ってきます」も②の疑問の解決につながると思う。 

②の疑問は、国や市町村の取組だから、個人的な取組では、
だめだと思う。 

疑問に思ったこと 
①どうして、こん虫の数は減ってしまったのか。 

疑問に思ったこと 
②国や市町村は、食い止めるためにどのような
取組をしているのか。 

22



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

意図を明確にして質問するために、ポイントシートを活用する 

  自分が聞きたいことの中心を明確にして聞くためには、どのような目的で聞くのか、自分が聞い 

たことは何かなどをよく確かめて聞くことが重要である。観点別に冒頭の言葉を例示し、繰り返し

使っていくと、意図を明確にした質問ができるようになる。また、相手の考えを聞く際には、自分

の考えとの共通点や相違点、関連して考えたことを整理しながら聞くことを指導することが大切で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照） 

 ・さいたま市教育委員会「平成３０年度 さいたま市学習状況調査 解説資料 国語」 

・国立教育政策研究所「平成２８年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例 小学校」 

問題 ５年生…大問 ８ 

６年生…大問 ９一 

 本問題は、話し手の意図を捉え

ながら聞くことができるかどう

かをみる問題である。ここでは、

話の目的は何か、自分に伝えたい

ことは何か、共に考えたいことは

何かなどを踏まえて、話の内容を

十分に聞き取る力が求められる。 

小学校第５・６学年  

「話すこと・聞くこと」 

特徴的な問題 

出 題 の 趣 旨 

指導のポイント 

自分の経験や意見とを 

比較した質問のとき… 

言葉の意味や定義を 

確認する質問のとき… 

私の経験だと… 

私は、○○○だ

と考えますが… 

相手の評価、判断を聞く質問 相手が繰り返した言葉を 

用いて詳しく聞く質問 具体的にどういう… 

あなたは、 

どちらが… 

他には… 

それは、どのような… 

調べた目的、理由、

背景を確認する 

質問のとき… 

どのように… 

なぜ… 

いつ… 
どこで… 

根拠となる情報源や

活用した資料を確認

する質問のとき… 

話し手の意図や結論を

確認する質問のとき… 

抽象的な表現を具体化

する質問のとき… 

例えば… 

つまり… 

自分の理解度を確認する 

質問のとき… 

つまり… 

話の内容を確認する質問 

相手の考えを引き出す質問 
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１ 調査問題【出題の趣旨】 

読
む
こ
と 

１ 文学的な文章 

本問題は、場面の展開、情景描写、登場人物（主人公）の心情や行動

などに注意して読み、内容の理解に役立てることなどを求めている。 

これまでの市調査【中１】１と同様、基礎問題を中心に出題した。 

２ 説明的な文章 

本問題は、文脈の中における語句の意味を的確にとらえたり、文章

の構成をとらえて内容を正確に理解したり、文章の要点を踏まえて記

述したりすることなどを求めている。 

これまでの市調査【中１】２と同様、基礎問題を中心に出題した。 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

３ 

相手の反応を踏ま
えて話すこと 

 本問題は、日本語について、発表メモや発表原稿をもとにして話す場

面を設定した。資料を活用して相手の反応を踏まえて話したり、話の構

成を考えて自分の意見を述べたりすることができるかを問うものであ

る。 

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項 

４ 漢字 

 本問題は、これまでの市調査や全国調査の正答率が低かったものも

参考にしながら、文脈に即して漢字を正しく書くこと、読むことがで

きるかどうかをみるものである。 

５ 

文や文章 

本問題は、主述の関係、修飾・被修飾の関係及び接続語を理解して

いるかを問うものであり、これまでの市調査や全国調査においても課

題がみられたため出題した。 

書写 

 本問題は、漢字の筆順について、字形や筆順の原則が身に付いてい

るかを問うものであり、これまでの市調査においても課題がみられた

ため出題した。 

伝統的な言語文化 

本問題は、歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読むことができ

るかどうかを問うものである。これまでの市調査と同様、確実に身に

付けてほしい基礎問題を出題した。 

語彙 

本問題は、慣用句の意味を正しく理解しているかを問うものであり、

これまでの市調査や全国調査においても課題がみられたため出題し

た。 

表現の技法 
本問題は、詩の中の表現の技法に気付くことができるかを問うもの

であり、その意味や用法とともに理解することを求めている。 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

６ チャレンジ問題 

本問題は、東京オリンピック・パラリンピックにおける意識調査を

もとに、日本の伝統文化をアピールするための自分の考えをまとめる

問題である。資料は、「日本の伝統文化を伝えるための写真」（資料１）

「日本を訪れる前に外国人が期待していたこと」（資料２）である。中

学校第１、２学年で共通のテーマに取り組み、日本の伝統文化のアピ

ールポイントについて自分の考えを論理的に書く問題となっている。 

なお、複数の資料から適切な情報を得て、根拠を明確にして自分の

考えをまとめる同様の問題は平成２７年度から継続して出題してい

る。 

 

 

ⅴ 中学校第１学年 

24



問題形式

基

礎

問

題

活

用

問

題

チ
ャ

レ

ン

ジ

問

題

話

す

こ

と

・

聞

く

こ

と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

伝

統

的

な

言

語

文

化

と

国

語

の

特

質

に

関

す

る

事

項

国

語

へ

の

関

心

・

意

欲

・

態

度

話

す

・

聞

く

能

力

書

く

能

力

読

む

能

力

言

語

に

つ

い

て

の

知

識

・

理

解

・

技

能

記

述

式

・

記

短

答

式

・

短

選

択

式

・

選

正

答

率
（

％
）

無

解

答

率
（

％
）

出

題

年

度

・

調

査

名
【

学

年
】

正

答

率
（

％
）

出

題

学

年

正

答

率
（

％
）

1-1 ○ ○ ○ 選 56.9 0.3

1-2 ○ ○ ○ 選 80.7 0.3

1-3 ○ ○ ○ 短 69.6 4.8

1-4 ○ ○ ○ 記 45.6 17.0

2-1 ○ ○ ○ 短 52.0 4.9

2-2 ○ ○ ○ 選 78.1 0.4

2-3 ○ ○ ○ 選 59.8 0.7
H30市【中１】
H29市【中２】
H28市【中２】

80.5
53.7
27.6

2-4 ○ ○ ○ 記 13.1 12.2

3-1 ○ ○ ○ 選 57.6 1.0
H30市【中１】
H29市【中１】
H28市【中１】

61.9
83.9
60.8

3-2 ○ ○ ○ 選 61.1 1.8 H30市【中１】
H28市【中１】

34.9
80.3

3-3 ○ ○ ○ 記 32.7 20.3 H30市【中１】
H28市【中１】

58.6
59.1

4-1 ○ ○ ○ 短 79.5 12.3
H30全国
【小６】 67.1

4-2 ○ ○ ○ 短 65.3 12.9

4-3 ○ ○ ○ 短 71.5 17.1

4-4 ○ ○ ○ 短 87.9 7.5

H30全国
【小６】
H25全国
【小６】

86.2
54.4

4-5 ○ ○ ○ 短 76.6 9.7 中２ 82.9

4-6 ○ ○ ○ 短 92.1 5.2

5-1 ○ ○ ○ 選 56.1 3.3 H30市【中１】
H29市【中１】

69.3
76.4

5-2 ○ ○ ○ 選 49.1 4.2
H28市

【中１】 60.8

5-3 ○ ○ ○ 選 94.1 4.3
H30市【中１】
H29市【中１】
H28市【中１】

63.7
22.4
47.9

中２ 97.9

5-4 ○ ○ ○ 短 88.9 3.8
H30市【中１】
H29市【中１】
H28市【中１】

46.1
49.6
41.1

5-5 ○ ○ ○ 短 63.0 16.1
H30市【中１】
H29市【中１】
H28市【中１】

78.6
79.2
79.3

5-6 ○ ○ ○ 選 79.1 3.9
H30市

【中１】 50.0

5-7 ○ ○ ○ 選 65.0 4.7 中２ 71.1

6 ○ ○ ○ 記 10.7 5.8
H28市

【中１】 44.0

文脈の中における語句の意味を的確
にとらえ、理解しているかどうかを
みる。

文脈の中における語句の意味を的確
にとらえ、理解しているかどうかを
みる。

学習指導要領の領域等

文章の中心的な部分と付加的な部分
とを読み分けているかどうかをみ
る。

文脈に即して漢字を正しく読むこと
ができるかどうかをみる。（設け
る）

文脈に即して漢字を正しく書くこと
ができるかどうかをみる。（満ち
て）

文脈に即して漢字を正しく書くこと
ができるかどうかをみる。（管理）

文脈に即して漢字を正しく書くこと
ができるかどうかをみる。（積極）

登場人物の相互関係や心情描写に注
意して読み、内容の理解に役立てて
いるかどうかをみる。

目的や意図に応じて、話す速度や音量、言葉の
調子や間の取り方などについての知識を生か
し、相手の反応を踏まえながら話すことができ
るかどうかをみる。

収集した知識や情報を関係付けるこ
とができるかどうかをみる。

問題

相手に分かりやすい語句の選択、相
手や場に応じた言葉遣いなどについ
ての知識を生かして話すことができ
るかどうかをみる。

文脈に即して漢字を正しく読むこと
ができるかどうかをみる。（貿易）

考えたことなどから書くことを決め、目的や意図に応
じて、書く事柄を収集し、全体を見通して事柄を整理
し、引用したり、図表などを用いたりして、根拠を明
確にして自分の考えをまとめているかどうかをみる。

※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　複数ある場合は、代表的なものを挙げている（同一問題には◎を付けている）。
　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、市の正答率を示している。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
　「記述式」とは、いくつかの選択肢やいろいろな考え方、答え方があるものなどについて、自分の考えを明確にして書く問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題等を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

設問番号 設問のねらい

場面の展開や描写に注意して読み、
内容の理解に役立てているかどうか
をみる。

場面の展開や描写に注意して読み、
内容の理解に役立てているかどうか
をみる。

登場人物の相互関係や心情描写に注
意して読み、内容の理解に役立てて
いるかどうかをみる。

２　調査問題一覧表【設問別】                 

主語と述語の関係について理解して
いるかどうかをみる。

接続語の働きについて理解している
かどうかをみる。

漢字の筆順を理解しているかどうか
をみる。

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直
して読むことができるかどうかをみ
る。

文脈の中における表現の工夫やその
効果を理解しているかどうかをみ
る。

修飾語と被修飾語の関係について理
解しているかどうかをみる。

慣用句の意味を理解し、文脈の中で
適切に使うことができるかどうかを
みる。

文脈に即して漢字を正しく読むこと
ができるかどうかをみる。（快く）

文章の中心的な部分と付加的な部分
とを読み分け、要約したり要旨をと
らえたりしているかどうかをみる。

複数学年での出題評価の観点 市 過去同一問題等
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３ 特徴的な問題と解説 

 

【特徴的な問題】 

 問題 １ 佐川 光晴 著『大きくなる日』より 

 

出題の趣旨 

文学的な文章を読むためには、目的に応じて場面の展開や登場人物の心情や行動、描写などに注意

して読み、内容を的確に捉えることが大切である。 

本問では、佐川光晴の『大きくなる日』を取り上げた。場面の展開や登場人物の 相互関係、心情、

場面についての描写に注意して読み、内容の理解に役立てることを求めている。 

なお、平成30年度市調査【中1】1と同様、中学校学習指導要領解説「読むこと」の指導事項に

沿った基礎問題を中心に選択式・短答式・記述式の形で出題した。 

 

指導のポイント 

根拠となる描写を明らかにして、文章を解釈する 

文学的な文章を読む際には、目的に応じて場面の展開や登場人物の描写に注意して読むように指導

することが引き続き大切である。例えば、文章全体から登場人物の言動が分かる描写を見付け、それ

らを場面の展開に即して整理し、登場人物の相互関係についてまとめるとともに、登場人物の相互関

係からそれぞれの人物像や内面にある深い心情を捉えるなどの学習活動が考えられる。その際、複数

の場面や描写を結び付けて文章を解釈し、他の人の解釈と比較するように指導することも有効であ

る。また、文章の理解をより深めるために、考えの根拠となった描写を具体的に示すように指導する

ことが重要である。 

指導に当たっては、平成24年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語B3に

係る授業アイディア例「プロの朗読を参考に、『走れメロス』の一場面を工夫して

朗読する」、平成29年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語B1に係る授業

アイディア例「読んだ本の魅力を紹介する」、「言語活動の充実に関する指導事例集

～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～【中学校版】」国語－3「『蜘蛛の

糸』を朗読しよう」も参考になる。 

 

学習活動例 

文学的な文章を読み、心情を表す語句を見付けて伝え合う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照） 

・国立教育政策研究所「平成30年度 全国学力・学習状況調査 報告書 中学校 国語」p.32-36 

中学校第１学年 読むこと（文学的な文章） 

「文章を読み、心情を表す語

句を見付けて伝え合う」ための

学習の見通しをもつ。 

文章の内容を把握し、描写を

基に、登場人物の心情を表す語

句とその心情について各自で考

えてワークシートに書く。 

       （第1時） 

第1時に記入した

ワークシートを用い

て、登場人物の描写

に基づく心情の変化

についてグループで

交流し、グループご

とにまとめる。 

   （第2時） 

第2時でまとめた内容

をグループごとに発表し合

い、心情を表す表現の方法

や効果について検討する。 

心情を表す表現について

学習したことを振り返り、

まとめる。 

（第3～4時） 
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【特徴的な問題】 

 問題 ２ 「新・睡眠の教科書」（『Newton 2019 8月』）より 

 

出題の趣旨 

説明的な文章を読むためには、段落ごとの内容を捉えたり、段落相互の関係を正しく押さえたりし

ながら、文章の構成や展開に即して情報を整理し、内容を捉えることが大切である。 

本問では、睡眠の科学的なメカニズムなどを紹介する説明的な文章を取り上げた。文章の中心的な

部分と付加的な部分とを読み分け、目的や必要に応じて要約したり要旨をとらえたりすることや、文

脈の中における語句の意味を的確にとらえ、理解することを求めている。 

なお、平成30年度市調査【中1】2と同様、中学校学習指導要領解説

「読むこと」の指導事項に沿った基礎問題を中心に選択式・短答式・記述

式の形で出題した。 

 

指導のポイント 

文章の展開に即して情報を整理し、内容を的確に理解する 

説明、解説、論説などの説明的な文章を読む際には、文章の構成や展開を捉え、内容を的確に理

解するように指導することが大切である。その際、生徒自身が目的意識をもって文章を読み、必要な

情報を整理することができるように指導を工夫することが重要である。 

例えば、目的をもって文章を読み、必要な情報を過不足なく取り出すことができているかという

ことに加え、どのようにすればその情報にたどり着くことができるのかについて検討するなどの学習

活動が考えられる。その際、小学校での学習を踏まえ、目的に応じて、中心となる語や文を捉えて段

落相互の関係や事実と意見との関係を考えて読むように指導することも大切である。 

指導に当たっては、平成23年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語B2に係る授業アイディ

ア例「文章の内容を『Ｑ＆A集』の形式で紹介する」、平成24年度全国学力・学習状況調査【中学

校】国語A6に係る授業アイディア例「文章の展開に即して内容を捉えることができるようにす

る」、平成30年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語B1に係る授業アイディア例「目的に応

じて説明的な文章を読む」も参考になる。 

 

学習活動例 

説明文を読んで理解したことを文章にまとめる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照） 

・国立教育政策研究所「平成31年度 全国学力・学習状況調査 報告書 中学校 国語」p.20-25 

中学校第１学年 読むこと(説明的な文章) 

 

「説明文を読んで理解

したことを文章にまとめ

る」ための学習の見通し

をもつ。 

文章を読み、書かれて

いる内容を確認し、文章

全体の構成を把握する。 

（第1時） 

第1時に確認した構成を

もとに内容を要約し、相手意

識をもってその内容を伝える

文章を作成する。 

書いた文章を互いに読み合

い、必要な情報を取り出せて

いるか検討する。 

（第2時） 

第2時の

学習を踏ま

え、各自で興

味のあるテー

マについて、

同様の文章を

作成する。 

（第3時） 

第3時に

作成した文

章を相互に

評価し合

い、学習し

たことを振

り返る。 

（第4時） 
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【特徴的な問題】 

 

 

 

出題の趣旨 

 伝えたいことを聞き手に分かりやすく伝えるためには、表現を工夫したり、相手の反応を踏まえな

がら話したりすることが大切である。 

 本問では、「国語の授業で『日本語についてのスピーチ』をする」という場面を設定した。目的や

意図に応じて、話す速度や音量、言葉の調子や間の取り方などについての知識を生かし、相手の反応

を踏まえながら話したり、収集した知識や情報を関係付けたり、相手に分かりやすい語句の選択、相

手や場に応じた言葉遣いなどについての知識を生かして話したりすることを求めている。 

なお、平成30年度市調査【中1】3と同様、中学校学習指導要領解説「話すこと・聞くこと」

の指導事項に沿った基礎問題を中心に選択式・記述式の形で出題した。 

 

指導のポイント 

目的に応じて話の構成を工夫し、聞き手の反応を踏まえながら話す 

説明や発表などをする際には、話の全体として伝えたいことを明確にし、

それを分かりやすく伝えるために各部分をどのように組み立てるかを考える

ように指導することが大切である。また、聞き手の反応から、話の受け止め

方や理解の状況を捉え、それらを踏まえながら話すように指導することも重

要である。  

例えば、話し手と聞き手だけでなく、その場の様子を観察する立場を設け、発表の進め方等につい

てそれぞれの立場から検討するなどの学習活動が考えられる。 

指導に当たっては、平成27年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語B1に係る授業アイディ

ア例「テーマを決めて、プレゼンテーション対決をしよう」、平成30年度全国学力・学習状況調査

【中学校】国語B2に係る授業アイディア例「テーマに沿って、調べたことや考えたことを発表しよ

う」、「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～【中学校

版】」国語－1「『体験入部』の報告をしよう」も参考になる。 

 

学習活動例 

テーマに沿って、調べたことや考えたことを発表する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照） 

・国立教育政策研究所「平成30年度 全国学力・学習状況調査 報告書 中学校 国語」p.73-77 

・国立教育政策研究所「平成30年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例 

中学校」P.5～P.6 

中学校第１学年 話すこと・聞くこと 

問題 ３ 日本語についてのスピーチをする 

「調べたことや考えた

ことを伝わるように工夫

して発表する」ための学

習の見通しをもつ。 

テーマに従い各自で伝

えたいことを決め、必要

な情報や資料を集める。 

（第1時） 

各自で引き続

き必要な情報や

資料を集める。 

基本的な構成

を確認し、各自

でスピーチメモ

を作成する。 

（第2時） 

グループ内で

発表を行い、自

己評価、相互評

価を行う。 

評価を基に、

各自で発表内容

を見直す。 

（第3時） 

グループを変え

て（もしくは全体

で）発表を行う。 

学習したことを

振り返り、日常生

活や他科との関連

を考える。 

（第4時） 
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【特徴的な問題】 

 

 

 

出題の趣旨 

 文章を書く際には、自分の考えが読み手に分かりやすく伝わるように考えの根拠を明確にして書く

必要がある。 

本問は、「東京オリンピック・パラリンピックで『どんな日本の伝統文化をアピールしたらよい

か』を考え、複数の資料（写真と調査結果）から必要な情報を読み取り、自分の意見を述べる」とい

う場面を設定した。考えたことなどから書くことを決め、目的や意図に応じて、書く事柄を収集し、

全体を見通して事柄を整理し、引用したり、図表などを用いたりして、根拠を明確にして自分の考え

をまとめることを求めている。 

なお、本市では平成27年度よりチャレンジ問題として「書くこと」に関する問題を出題してい

る。また全国学力・学習状況調査においても、「文章などから目的に応じて必要な情報を読み取り、

根拠を明確にして自分の考えを書くこと」を求める「書くこと」に関する内容が出題されている。 

 

指導のポイント 

自分の考えが、読み手に分かりやすく伝わるように書く 

説得力のある文章にするためには、自分の考えを支える根拠を明確にして書くように指導すること

が大切である。その際、自分の考えを支える根拠として、複数の実例や専門的な立場からの知見など

を示すように指導することも重要である。 

例えば、課題に沿って文章や図表などから必要な情報を根拠として取り出して、自分の考えを書く

などの学習活動が考えられる。その際、取り出した情報が、自分の伝えたいことの根拠としてふさわ

しいかどうかを検討するとともに、読み手に分かりやすく伝わるように、必要に応じて取り出した情

報について自分なりの考えを加えるように指導することが大切である。 

指導に当たっては、平成28年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語A4に係る授業アイディ

ア例「要望する文章を書こう」、平成31年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語3に係る授業 

アイディア例「読み手を意識しながら、意見文を書く」、「言語活動の

充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて

～【中学校版】」国語－12「高等学校のパンフレットを批評する文章

を書こう」も参考になる。 
 

学習活動例 

資料から情報を得て自分の考えを書く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照） 

・国立教育政策研究所「平成31年度 全国学力・学習状況調査 報告書 中学校 国語」p.42-48 

中学校第１学年 書くこと 

問題 ６ 複数の資料を用いて自分の考えを書く 

「資料から情報を得て

自分の考えを書く」ため

の学習の見通しをもつ。 

テーマに沿って各自で

書きたいことを決め、根

拠となる資料を集める。 

（第1時） 

自分の考

えを、根拠

を明確にし

てワークシ

ートにまと

める。 

（第2時） 

グループ内でワークシ

ートを読み合い、根拠の

適切さを相互に評価し、

助言し合う。 

評価を基に、各自で必

要に応じて書き直す。 

（第3時） 

各自で意見文

を完成させる。 

相互に読み合

い、学習したこ

とを振り返る。 

（第4～5時） 
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１ 調査問題【出題の趣旨】 

読
む
こ
と 

１ 文学的な文章 

本問題は、登場人物の言動の意味、心情の変化、叙述に沿った内容

の理解を読み取ることなどを求めている。 

これまでの市調査【中２】１と同様、基礎問題を中心に出題した。 

２ 説明的な文章 

本問題は、文章を読んで理解したことを与えられた選択肢と結び付

け、自分の考えを広げることなどを求めている。 

これまでの市調査【中２】２と同様、基礎問題を中心に出題した。 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

３ 

相手の反応を踏ま
えて話すこと 

 本問題は、今年度最後の生徒会新聞の内容について話し合っている場

面を設定した。話し手の考えと自分の考えを比較しながら聞くととも

に、話合いの話題や展開を捉えたり、参加者の発言を結び付けて考えを

まとめたりすることを求めている。 

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項 

４ 漢字 

 本問題は、これまでの市調査や全国調査の正答率が低かったものも

参考にしながら、文脈に即して漢字を正しく書くこと、読むことがで

きるかどうかをみるものである。 

５ 

文や文章 

本問題は、主述の関係や接続語を理解しているかを問うものであり、

これまでの市調査や全国調査においても課題がみられたため出題し

た。 

書写 
  本問題は、漢字の行書の基礎的な書き方の特徴を理解することがで

きるかどうかを問うものである。 

伝統的な言語文化 

本問題は、『伊曽保物語』を取り上げ、現代語訳を手掛かりに作品を

読むことや、歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読むことができ

るかどうかを問うものである。 

語彙 
本問題は、故事成語の意味や文章の中でどのように使用されている

かを正しく理解しているかを問うものである。 

表現の技法 
本問題は、詩の中の表現の技法を理解することができるかを問うも

のであり、その意味や用法とともに理解することを求めている。 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

６ チャレンジ問題 

本問題は、東京オリンピック・パラリンピックにおける意識調査を

もとに、日本の伝統文化をアピールするための自分の考えをまとめる

問題である。資料は、「東京オリンピック・パラリンピックでアピール

すべきこと」（資料１）、「日本の伝統文化を伝えるための写真」（資料

２）「日本を訪れる前に外国人が期待していたこと」（資料３）である。

中学校第１、２学年で共通のテーマに取り組み、日本の伝統文化のア

ピールポイントについて自分の考えを論理的に書く問題となってい

る。 

なお、複数の資料から適切な情報を得て、根拠を明確にして自分の

考えをまとめる同様の問題は平成２７年度から継続して出題してい

る。 

 

ⅵ 中学校第２学年 
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問題形式

基

礎

問

題

活

用

問

題

チ
ャ

レ

ン

ジ

問

題

話

す

こ

と

・

聞

く

こ

と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

伝

統

的

な

言

語

文

化

と

国

語

の

特

質

に

関

す

る

事

項

国

語

へ

の

関

心

・

意

欲

・

態

度

話

す

・

聞

く

能

力

書

く

能

力

読

む

能

力

言

語

に

つ

い

て

の

知

識

・

理

解

・

技

能

記

述

式

・

記

短

答

式

・

短

選

択

式

・

選

正

答

率
（

％
）

無

解

答

率
（

％
）

出

題

年

度

・

調

査

名
【

学

年
】

正

答

率
（

％
）

出

題

学

年

正

答

率
（

％
）

1-1 ○ ○ ○ 選 91.1 0.2

1-2 ○ ○ ○ 短 90.3 4.6

1-3 ○ ○ ○ 選 55.6 0.5

1-4 ○ ○ ○ 記 63.1 5.3

2-1 ○ ○ ○ 選 87.5 0.4
H30市【中１】
H29市【中２】
H28市【中２】

80.5
70.2
27.6

2-2 ○ ○ ○ 選 72.5 0.6

2-3 ○ ○ ○ 記 6.5 9.6

2-4 ○ ○ ○ 選 84.8 1.1

3-1 ○ ○ ○ 選 87.1 0.9

3-2 ○ ○ ○ 記 41.6 9.3

3-3 ○ ○ ○ 選 90.0 3.5 H30市【中２】 83.4

4-1 ○ ○ ○ 短 70.9 14.6 H30市【中２】 66.8

4-2 ○ ○ ○ 短 44.1 26.2

4-3 ○ ○ ○ 短 71.3 12.2

4-4 ○ ○ ○ 短 97.6 1.7 H29市【中２】
H28市【中１】

66.8
51.9

4-5 ○ ○ ○ 短 82.9 6.5 中１ 76.6

4-6 ○ ○ ○ 短 88.0 3.6

5-1 ○ ○ ○ 選 59.6 1.0
H30市【中２】
H29市【中２】
H28市【中２】

32.6
19.4
52.8

5-2 ○ ○ ○ 選 97.9 0.9
H30市【中２】
H29市【中２】
H28市【中２】

68.6
86.5
72.6

中１ 94.1

5-3 ○ ○ ○ 選 93.6 1.4
H30市【中２】
H29市【中２】
H28市【中２】

83.5
84.6
89.0

5-4(1) ○ ○ ○ 短 74.5 4.8
H30市【中２】
H29市【中２】
H28市【中２】

59.8
83.3
79.5

5-4(2) ○ ○ ○ 選 78.2 2.0
H30市【中２】
H29市【中２】
H28市【中２】

56.3
67.6
42.2

5-5 ○ ○ ○ 選 45.3 2.2

5-6 ○ ○ ○ 選 71.1 2.2 中１ 65.0

6 ○ ○ ○ 記 28.3 3.9 H28市【中１】 44.0

文脈に即して漢字を正しく書くこと
ができるかどうかをみる。（賛成）

文章全体と部分との関係などを考
え、目的や必要に応じて要約したり
要旨をとらえたりしているかどうか
をみる。

学習指導要領の領域等 評価の観点 過去同一問題等 複数学年での出題市

場面の展開や登場人物の描写に注意
して読み、描写の効果や登場人物の
言動の意味などを考え、内容の理解
に役立てているかどうかをみる。

文脈の中における心情を表す語句な
どに注意して読むことができるかど
うかをみる。

文章に表れているものの見方や考え
方をとらえ、自分のものの見方や考
え方を広くしているかどうかをみ
る。

文脈に即して漢字を正しく書くこと
ができるかどうかをみる。（備え
て）

文脈に即して漢字を正しく書くこと
ができるかどうかをみる。（預け
る）

話の論理的な構成や展開などに注意
して聞き、自分の考えとの共通点や
相違点を整理し、比較しているかど
うかをみる。

文章全体と部分との関係、例示の効
果などを考え、内容の理解に役立て
ているかどうかをみる。

２　調査問題一覧表【設問別】                 

文脈に即して漢字を正しく読むこと
ができるかどうかをみる。（触れ
て）

設問番号 設問のねらい

問題

場面の展開や登場人物の描写に注意
して読み、描写の効果や登場人物の
言動の意味などを考え、内容の理解
に役立てているかどうかをみる。

話合いの話題や方向をとらえて、相
手の考えを尊重し、発言を検討して
自分の考えをまとめているかどうか
をみる。

相手の立場や考えを尊重し、互いの
発言を検討して自分の考えを広げて
いるかどうかをみる。

故事成語の意味を理解し、文脈の中
で適切に使うことができるかどうか
をみる。

文脈の中における表現の技法やその
効果を理解しているかどうかをみ
る。

※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　複数ある場合は、代表的なものを挙げている（同一問題には◎を付けている）。
　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、市の正答率を示している。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
　「記述式」とは、いくつかの選択肢やいろいろな考え方、答え方があるものなどについて、自分の考えを明確にして書く問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題等を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

意見や心情が効果的に伝わるよう
に、材料を集めながら根拠を明確に
して自分の考えをまとめているかど
うかをみる。

主語と述語の関係について理解して
いるかどうかをみる。

接続語の働きについて理解している
かどうかをみる。

行書の基本的な書き方を理解して書
くことができるかどうかをみる。

古典の文章と現代語訳とを対応させ
て内容を捉えることができるかどう
かをみる。

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直
して読むことができるかどうかをみ
る。

文脈に即して漢字を正しく読むこと
ができるかどうかをみる。（快く）

文脈に即して漢字を正しく読むこと
ができるかどうかをみる。（熟知）

場面の展開や登場人物の描写に注意
して読み、描写の効果や登場人物の
言動の意味などを考え、内容の理解
に役立てているかどうかをみる。

文章全体と部分との関係を考え、内
容の理解に役立てているかどうかを
みる。
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３ 特徴的な問題と解説 

 

 

【特徴的な問題】 

 問題 １ まはら 三桃 著『疾風の女子マネ！』より 

 

出題の趣旨 

文学的な文章を読むためには、目的に応じて場面の展開や登場人物の心情や言動、描写などに注意

して読み、内容を的確に捉えることが大切である。 

本問では、まはら三桃の『疾風の女子マネ！』を取り上げた。場面の展開や登場人物の描写に注意

して読み、描写の効果や登場人物の言動の意味などを考え、内容の理解に役立てたり、文脈の中にお

ける心情を表す語句などに注意して読んだりすることを求めている。 

なお、平成30年度市調査【中2】1と同様、中学校学習指導要領解説「読むこと」の指導事項に

沿った基礎問題を中心に選択式・短答式・記述式の形で出題した。 

 

指導のポイント 

場面の展開や登場人物の描写に注意して読む 

文学的な文章を読む際には、目的に応じて、時間的、空間的な場面の展開、登場人物の心情や行

動、情景描写などに注意して読み、内容を的確に捉えることができるように指導することが引き続き

大切である。 

例えば、作品の形態や特徴を生かしながら文学的な文章を朗読するなどの学習活動が考えられ

る。その際、場面の展開や登場人物の描写に注意して読み、文章の理解を深めることができるように

指導することが重要である。 

指導に当たっては、平成24年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語B3に係る授業アイディ

ア例「プロの朗読を参考に、『走れメロス』の一場面を工夫して朗読する」、平成29年度全国学 

力・学習状況調査【中学校】国語B1に係る授業アイディア例「読んだ本

の魅力を紹介する」、「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判

断力，表現力等の育成に向けて～【中学校版】」国語－3「『蜘蛛の糸』

を朗読しよう」も参考になる。 

 

学習活動例 

文章の表現の工夫を生かして朗読する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照） 

・国立教育政策研究所「平成30年度 全国学力・学習状況調査 報告書 中学校 国語」 p.78-83 

中学校第２学年 読むこと（文学的な文章） 

「文章の表現の工夫を生かして朗読

する」ための学習の見通しをもつ。 

印象的な表現に注目しながら文章を

読み、場面の展開を捉えるとともに、

特に印象に残った箇所について感じた

ことや考えたことを書く。 

（第1時） 

第1時に記入したワーク

シートを用いて、印象に残っ

た表現について感じたことや

考えたことを交流する。 

交流を踏まえて、朗読の仕

方の工夫を考え、練習する。 

（第2時） 

互いに朗読を

聞き合う。 

表現の工夫に

ついて学習した

ことを振り返

り、まとめる。       

（第3時） 
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【特徴的な問題】 

 問題 ２ 長谷川 英祐 著『働かないアリに意義がある』より 

 

出題の趣旨 

説明的な文章を読むためには、段落ごとに内容を捉えたり、段落相互の関係を正しく押さえたりし

ながら、さらに大きな意味のまとまりごとに、文章全体における役割を捉えることが大切である。ま

た、書き手の意図を推論しながら、自分の考えをまとめたり深めたりしていくことも重要である。 

本問では、長谷川英祐の『働かないアリに意義がある』を取り上げた。文章全体と部分との関係、

例示の効果などを考え、内容の理解に役立てるとともに、目的や必要に応じて要約したり要旨をとら

えたりすることや、文章に表れているものの見方や考え方をとらえ、自分のものの見方や考え方を広

くすることを求めている。 

なお、平成30年度市調査【中2】2と同様、中学校学習指導要領解説「読

むこと」の指導事項に沿った基礎問題を中心に選択式・記述式の形で出題した。 

 

指導のポイント 

目的に応じて文章の内容を読み取る 

目的に応じて文章の内容を的確に読み取るためには、文章の中心的な部分と付加的な部分、事実

と意見などとを読み分け、文章の構成や展開を捉えて内容を理解するように指導することが大切であ

る。その際、段落ごとに内容を捉えたり、段落相互の関係を正しく押さえたりしながら、更に大きな

まとまりごとに、文章全体における役割を捉えるように指導することが重要である。また、図表など

が示されている文章を読む際は、文章と図表などとの関連を捉えたり、書き手の意図やその効果につ

いて考えたりするように指導することが大切である。 

指導に当たっては、平成23年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語B2に係る授業アイディ

ア例「文章の内容を『Ｑ＆A集』の形式で紹介する」、平成24年度全国学力・学習状況調査【中学

校】国語A6に係る授業アイディア例「文章の展開に即して内容を捉えることができるようにする」

も参考になる。 

 

学習活動例 

説明的文章を読んで考えたことを伝え合う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照） 

・国立教育政策研究所「平成30年度 全国学力・学習状況調査 報告書 中学校 国語」 p.66-72  

中学校第２学年 読むこと(説明的な文章) 

 

「説明的文章を読んで考

えたことを伝え合う」ため

の学習の見通しをもつ。 

文章を読み、書かれてい

る内容から疑問に思ったこ

とをまとめる。 

（第1時） 

第1時にまとめた内容をもとに、

各自で考えたいことを課題として設

定する。 

各自で考えを書き、同じ課題ごと

にグループを作り、他者と考えを共

有する。その後、改めて課題に対す

る自分の考えを書く。 （第2時） 

それぞれの課題

についての考えを

共有する。 

学習したことを

振り返り、まとめ

る。 

（第3時） 

 

33



 

 

 

【特徴的な問題】 

 問題 ３ 生徒会新聞の内容を話し合う 

 

出題の趣旨 

話合いは、情報の交換や意見の調整を通して新たな価値を創造したり、一定の合意を形成して物事

を決めたりすることを目的として行われる。そのため、話合いをする際には、話合いの話題や方向を

捉えて的確に話したり、相手の発言を注意して聞いたりしながら、常に自分の考えと比較し、考えを

まとめていく必要がある。 

本問では、今年度最後に発行する生徒会新聞の内容について話し合っている場面を設定した。話の

論理的な構成や展開などに注意して聞き、自分の考えとの共通点や相違点を整理し、比較したり、話

合いの話題や方向をとらえて、相手の立場や考えを尊重し、互いの発言を検討して自分の考えをまと

めたり広げたりすることを求めている。 

 なお、平成27年度より「話すこと・聞くこと」に関する内容を実際の授業での活用を念頭に出題

している。 

 

指導のポイント 

話合いの話題や方向を捉え、自分の考えをもつ 

話合いをする際には、話題や方向を的確に捉え、自分の考えをもちな

がら参加するように指導することが大切である。その際、必要に応じて

話合いの話題について確認したり、話合いの経過を捉えたりすることが

できるように指導することも重要である。 

例えば、小学校での学習を踏まえ、司会の進め方や話合いの記録の仕方などを確認した上で、実際

に記録を取りながら話合いを行うなどの学習活動が考えられる。その際、話合いの途中で、それぞれ

の発言の仕方について留意すべき点を確認したり、目指している到達点に向けて取り上げる話題をど

のように絞り込めばよいかについて考えたりするなど、話合いの仕方を見直しながら進めるように指

導することも効果的である。 

指導に当たっては、さいたま市中学校教育課程指導資料（平成22年3月）「話し合い学習の実

際」、さいたま市中学校教育課程指導資料（平成31年3月）「話合いを効果的に進めるためのヒミ

ツを探ろう」、平成24年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語B1に係る授業アイディア例

「対談を読んで考えたことを基に座談会を行う」、平成25年度全国学力・学習状況調査【中学校】

国語A1に係る授業アイディア例「話合いの動画を見ながら、司会の役割を話し合う」、平成31年

度全国学力・学習状況調査【中学校】国語2に係る授業アイディア例「『話し合いのデザインシー

ト』を用いて話し合おう」も参考になる。 

 

学習活動例 

話題や展開を捉えてグループで話し合う 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照） 

・国立教育政策研究所「平成31年度 全国学力・学習状況調査 報告書 中学校 国語」 p.35-41 

・さいたま市中学校教育課程指導資料（平成31年3月） 

中学校第２学年 話すこと・聞くこと 

これまでの話

合いを振り返

り、学習の見通

しをもつ。 

（第1時） 

話合いのテーマを確認し、自分の

考えをまとめる。 

話合いの流れと役割を確認する。 

グループで話合いを行い、振り返

りをする。      （第2時） 

前時の振り返りを踏まえ、

同様の流れで話合いを行う。 

学習したことを振り返り、

日常生活や他教科との関連を

考える。  （第3～4時） 
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【特徴的な問題】 

 

 

出題の趣旨 

伝統的な言語文化に関する事項については、小学校における古典の学習を踏まえ、文語のきまりな

どの基礎的な事項を知り、古典の特徴について理解を深めるとともに、古典の世界に親しむことが大

切である。 

本問では、『伊曽保物語』より「鳩と蟻の事」を取り上げた。歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直

して読んだり、古典の文章と現代語訳とを対応させて内容を捉えたりすることを求めている。 

 

指導のポイント 

文語のきまりについて理解する 

文語のきまりについては、言葉の意味を考えながら音読したり、音読を聞いたりすることを通して

古典特有のリズムを味わいながら理解するように指導することが大切である。 

現代語訳や語注などを手掛かりにして古典を読む 

現代語訳や語注などを手掛かりにして古典を読む際には、言葉のまとまりや意味に留意しながら内

容を捉えることができるように指導することが引き続き大切である。 

例えば、古典の易しい現代語訳を読んで内容を概括した上で、古典を読むなどの学習活動が考えら

れる。 

指導に当たっては、さいたま市中学校教育課程評価資料（平成 23 年 3 月）「群読を通して清少納

言の季節感を読み取ろう」、さいたま市中学校教育課程指導実践事例集（平成 24 年 3 月）「『芭蕉の

思いを読み取ろう』～俳句を引用して書こう～」、さいたま市中学校教育課程指導資料（平成31年3

月）「『孔子のお悩み相談室』～孔子の思いに触れよう～」、平成21年度全国学力・学習状況調査【中 

学校】国語A8に係る授業アイディア例「様々な方法を用いて、古典

の内容を大まかにとらえることができるようにする」も参考になる。 

 

学習活動例 

古典の紙芝居を作り、紹介する 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照） 

・国立教育政策研究所「平成30年度 全国学力・学習状況調査 報告書 中学校 国語」 p.51-64 

中学校第２学年 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

問題 ５ ４ 「鳩と蟻の事」（『伊曽保物語』より） 

学習する古典作品について

知り、学習の見通しをもつ。 

 紙芝居にする話を選び、グ

ループを作る。 

（第1時） 

グループごとに選んだ話を

読み、計画を立てて場面ごと

の絵や写真を準備する。 

古文を読む練習をする。 

 （第2～3時） 

発表会を行う。 

学習したことを

振り返る。 

（第4時） 
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100

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な

言語文化と

国語の特質に

関する事項

60.6 

41.0 

61.0 

75.9 

Ⅲ 領域別調査結果概況【市全体】

小学校第３学年

【領域別レーダーチャート】

小学校第５学年

【領域別レーダーチャート】

中学校第１学年

【領域別レーダーチャート】

小学校第４学年

【領域別レーダーチャート】

小学校第６学年

【領域別レーダーチャート】

中学校第２学年

【領域別レーダーチャート】
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小学校第３学年

1 2 3 4 5 6 7 8
そ
の
他

無
解
答

1二イ
文の中の主語と
述語の関係を理
解している。

36.8 3.4 44.8 12.6 2.4

類型３の反応率が高いことから、述語については理
解しているが、主語についての理解に課題があると
考えられる。他の学年についても同様の傾向であ
る。文や文章を理解したり表現したりすることと関
連付けて繰り返し指導することが大切である。

3

目的に応じて、
中心になる語や
文を捉えて、文
章を読むことが
できる。

5.2 59.3 5.4 23.2 3.2 3.6

類型４の反応率が高いことから、たこを高く上げる
方法として風の向きとの関係を捉えることができな
かったと考えられる。調べるために読む、紹介する
ために読むなど、本や文章を読む目的を明確に設定
して指導する必要がある。

6

相手を見たり、言葉
の抑揚や強弱、間
の取り方などに注
意したりして話すこ
とができる。

3.9 32.9 2.7 45.1 0.2 15.1

正答である類型２の反応率が低く、話したことが聞
き手に十分伝わっているかを判断するために、相手
を見て話すことに課題がみられる。４年生について
も同様の傾向である。聞き手を意識して分かりやす
く話す力を付けるためには、内容面と音声面の両面
からの指導を充実させる必要がある。

小学校第４学年

1 2 3 4 5 6 7 8
そ
の
他

無
解
答

1二イ
文の中の主語と
述語の関係を理
解している。

41.8 2.2 47.7 7.5 0.9

類型３の反応率が高いことから、述語については理
解しているが、主語についての理解に課題があると
考えられる。他の学年についても同様の傾向であ
る。文や文章を理解したり表現したりすることと関
連付けて繰り返し指導することが大切である。

３川村

目的に応じて、
中心になる語や
文を捉えて、文
章を読むことが
できる。

20.2 3.3 9.4 8.8 55.8 0.6 1.9

類型１の反応率が高いことから、川村さんの感想の
「材料」という言葉を「われにくくなる」という目
的と結び付けて捉えることができなかったと考えら
れる。何のために調べるのか、何について調べるの
かを明らかにしながら読むことを繰り返し指導する
ことが大切である。

4

相手や目的に応
じて、書く上で
必要な事柄を調
べることができ
る。

41.0 36.0 1.2 0.2 14.8 6.8

誤答の中でも類型２の反応率が高いことから、グラフなど
の資料がどのような項目で構成しているのかを理解した上
で、書く上で必要な事柄を調べることに課題があると考えら
れる。資料から相手や目的に応じて必要な事柄を取り出
し、分かったことや考えたことを書く学習を充実させる必要
がある。

5

相手を見たり、言葉
の抑揚や強弱、間
の取り方などに注
意したりして話すこ
とができる。

4.0 49.9 1.4 37.7 0.4 6.6

３年生の大問６と同一問題である。３年生と比べ、
正答率はやや高いが、類型４の反応率が高いのが、
同じ傾向である。聞き手を意識して分かりやすく話
す力を身に付けるためには、内容面と音声面の両面
からの指導を充実させる必要がある。

Ⅳ　解答類型を基にした分析

設問番号 設問のねらい

解　　答　　類　　型

分　析

解　　答　　類　　型

分　析設問のねらい設問番号
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小学校第５学年

1 2 3 4 5 6 7 8
そ
の
他

無
解
答

1二イ
文の中の主語と
述語の関係を理
解している。

57.4 2.9 17.0 22.2 0.5

類型３の反応率が高いことから、述語については理
解しているが、主語についての理解に課題があると
考えられる。他の学年についても同様の傾向であ
る。文や文章を理解したり表現したりすることと関
連付けて繰り返し指導することが大切である。

1三

相手や場面に応
じて、適切に敬
語を使うことが
できる。

5.0 37.8 3.2 51.1 2.2 0.7

類型２の反応率が高いことから、身内に対して尊敬語を
用いることが適切ではないということを捉えることがで
きなかったと考えられる。敬語を使う際には相手と自分と
の関係やその場の状況を意識して適切に使うことを
指導し、敬語を使うことに慣れるよう様々な場や状況
を設定することが大切である。

4二

自分の考えを明確
に表現するため、
文章全体の構成の
効果を考えることが
できる。

16.6 15.7 22.5 43.1 1.2 1.0

正答率が43.1％だったことから、手紙の構成の効果
を考えることに課題がある。手紙を書く際は、全
文、本文、末文、後付けなど基本的な形式について
指導する必要がある。後付けについては、宛名を最
終行の上の位置に書くの意味についても指導するこ
とが大切である。

5

目的や意図に応じて、
事柄が明確に伝わる
ように、話の構成を工
夫しながら話すことが
できる。

19.0 12.1 55.2 12.8 0.1 0.8

正答率が55.2％だったことから、話の構成を工夫し
ながら話すことに課題がある。相手に伝わるようにスピー
チの構成や表現を工夫することは、日常生活全体におい
ても重要である。そのためには、まず、自分の立場
や結論を明確にした上で全体の構成を考える指導を
していくことが大切である。

小学校第６学年

1 2 3 4 5 6 7 8
そ
の
他

無
解
答

１ウ

当該学年の前までの
学年別漢字配当表に
示されている漢字を文
の中で正しく使うこと
ができる。

29.0 47.1 23.6 0.1 0.2

類型１、３の反応率が高いことから、同音の漢字を文の中
で正しく使うことに課題がみられる。漢字の学習をする
際には、書き方を確認するだけでなく、漢字辞典や
国語辞典を使い、使える熟語を増やしたり、同音異義語
を確認したりするなど、漢字の意味を考えて使う習慣を
付けるようにすることが大切である

1二イ
文の中の主語と
述語の関係を理
解している。

64.8 1.8 16.5 16.6 0.3

類型３の反応率が高いことから、述語については理
解しているが、主語についての理解に課題があると
考えられる。他の学年についても同様の傾向であ
る。文や文章を理解したり表現したりすることと関
連付けて繰り返し指導することが大切である。

5

相手や目的に応
じて、書く上で
必要な事柄を調
べることができ
る。

50.3 8.2 1.1 39.4 1.0

誤答の中でもその他の反応率が39.4％と高いことか
ら、相手や目的に応じて書く上で必要な事柄を調べ
ることに課題がみられる。相手や目的に応じて、文
章、グラフ、図表などの資料を意図的・計画的に提
示し、それらの読み方について重点的に指導するこ
とが必要である。

６一

目的に応じて、文
章の内容を的確に
押さえながら要旨
を捉えることができ
る。

29.5 1.6 50.9 14.4 3.5

正答である類型１の反応率が低く、目的に応じて、文章の
内容を的確に押さえながら要旨を捉えることに課題がみら
れる。「文章の内容を的確に押さえ」るためには、何のため
に、何を知りたいのか、どのような情報が必要なのかな
どを明確にした上で、文章に書かれている話題、構成
の仕方などに注意しながら、読むことが大切である。

設問番号 設問のねらい

解　　答　　類　　型

分　析

解　　答　　類　　型

分　析設問のねらい設問番号
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中学校第１学年

1 2 3 4 5
そ
の
他

無
解
答

2-3
文章の中心的な部分と付
加的な部分とを読み分け
ているかどうかをみる。

9.2 8.1 22.2 59.8 0.1 0.7
適切な接続詞を選ぶ設問に課題がみられたこ
とから、文章の内容を捉え、段落相互の関係
について捉える指導の工夫が必要である。

2-4

文章の中心的な部分と付
加的な部分とを読み分
け、要約したり要旨をと
らえたりしているかどう
かをみる。

13.1 49.9 4.6 20.3 12.2

本文の内容を基にして空欄に合うように記述
する設問に課題がみられた。類型２は後半の
空欄がまとめきれなかった類型であることか
ら、文章の内容を捉えた上で、適切に表現す
る指導の工夫が必要である。

3-1

目的や意図に応じて、話
す速度や音量、言葉の調
子や間の取り方などにつ
いての知識を生かし、相
手の反応を踏まえながら
話すことができるかどう
かをみる。

1.3 32.5 7.6 57.6 0.1 1.0

聞き手に分かりやすい話し方として適切なも
のを選択する設問に課題がみられたことか
ら、類型２にみられた言葉の調子に注意する
ことも含め、自分の考えが分かりやすく伝わ
るように表現を工夫して話す指導の工夫が必
要である。

5-2
修飾語と被修飾語の関係
について理解しているか
どうかをみる。

3.3 6.8 36.1 49.1 0.4 4.2

修飾語と被修飾語の関係を問う設問に課題が
みられた。修飾語のすぐ下の文節を選んだ類
型３の割合が多かったことから、文の構成に
おける修飾・被修飾の関係について理解でき
るようにする指導の工夫が必要である。

5-7
文脈の中における表現の
工夫やその効果を理解し
ているかどうかをみる。

7.5 20.9 1.8 65.0 0.0 4.7

表現の工夫とその効果を問う設問に課題が見
られた。類型２は詩にはみられない体言止め
の表現であったことから、様々な表現の工夫
とその効果などを整理し、理解するための指
導の工夫が必要である。（中２と同様）

6

考えたことなどから書く
ことを決め、目的や意図
に応じて、書く事柄を収
集し、全体を見通して事
柄を整理し、引用した
り、図表などを用いたり
して、根拠を明確にして
自分の考えをまとめてい
るかどうかをみる。

8.7 2.0 0.5 68.3 0.1 14.6 5.8

【資料２】から読み取ったことをもとにして
理由を書くことに課題がみられた（類型４）
ことから、資料を基にして自分が伝えたいこ
とを正確に書く指導の工夫が必要である。
（中２と同様）

中学校第２学年

1 2 3 4 5
そ
の
他

無
解
答

1-3

文脈の中における心情を
表す語句などに注意して
読むことができるかどう
かをみる。

19.2 2.9 55.6 21.7 0.1 0.5

心情を表す適切な語句を選択する設問に課題
がみられた。解答類型がばらけたことから、
描写を基に心情の変化を把握し、文章の内容
を正しく捉える指導の工夫が必要である。

5-1

主語と述語の関係につい
て理解しているかどうか
をみる。〔H30中１大問５
－１と類似〕

59.6 8.0 24.4 7.0 1.0

主語と述語の関係を問う設問に課題がみられ
た。主語に「私の」を選んだ類型３の割合が
多かったことから、文の構成における主語・
述語の関係について理解できるようにする指
導の工夫が必要である。

5-5

故事成語の意味を理解
し、文脈の中で適切に使
うことができるかどうか
をみる。

21.3 19.9 45.3 11.2 0.1 2.2

文脈に合う適切な故事成語を選択する設問に
課題がみられたことから、語句の由来に関心
をもたせたり、様々な語句を話や文章の中で
使うための指導の工夫が必要である。

5-6
文脈の中における表現の
技法やその効果を理解し
ているかどうかをみる。

4.1 19.7 2.9 71.1 0.0 2.2

表現の技法とその効果を問う設問に課題が見
られた。類型２は詩にはみられない体言止め
の表現であったことから、様々な表現のの技
法をその意味や用法とともに理解し使うため
の指導の工夫が必要である。（中１と同様）

6

意見や心情が効果的に伝
わるように、材料を集め
ながら根拠を明確にして
自分の考えをまとめてい
るかどうかをみる。

5.6 22.7 3.4 47.4 0.0 17.1 3.9

【資料３】から読み取ったことを基にして理
由を書くことに課題がみられた（類型４）こ
とから、資料を基にして自分が伝えたいこと
を正確に書く指導の工夫が必要である。（中
１と同様）

設問番号 設問のねらい

解　　答　　類　　型

分　析

解　　答　　類　　型

分　析設問のねらい設問番号
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